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ご挨拶 

神戸市看護大学 学長  

江川 幸二 

 いちかんダイバーシティ看護開発センター（以下、本センター）は、日本学術会議が提

唱する地元創成看護学の実装を目指し、多様化・複雑化する地域社会のニーズの変化に応

じて、市民や行政等と協働して地域の健康課題の解決に取り組むことを目的に、2021 年 4

月に開設されました。  

本センターは 4 年目を迎えましたが、各グループの積極的かつ継続的な活動については、

本報告書の内容をご覧いただければと思います。本センターが取り組んでいる地域貢献活

動は、教育・研究と同様に高等教育機関である大学の使命です。神戸市が設置団体である

本学は、神戸市民への貢献が求められますが、大学としては、神戸市というローカルな地

域貢献のみでなく、その成果をグローバルに発信し、国際的なネットワークを構築してい

く必要があります。  

そのために、2024 年度には新たに台湾の台北護理健康大学と MOU（学術交流協定）を

締結しました。これまでの米国のワシントン大学や、ベトナムのダナン大学に次いで 3 校

目の協定校となります。また英国のダービー大学との MOU 締結に向けた話し合いも進め

られ、2025 年度には MOU を締結する予定になっています。このように、国際的な学術交

流のネットワーク体制も少しずつですが確立してきているところです。今後はこうしたネ

ットワークを通じて、ローカルに培ってきたことを、グローバルに発信していきたいと考

えています。  

 本センターは 2025 年 4 月より、実施してきた事業は継続的に行いつつ組織を再編し、公

立大学法人の使命である教育・研究・地域貢献をさらに一体的に発展させ、センター機能

のさらなる拡大を意図して、地域貢献部門、教育開発部門、研究開発部門の 3 部門を創設

し、名称も「いちかん看護開発センター」に変更することになりました。またグループ制

を廃止し、全教職員が本センターの活動に参加できるようにすることで、より全学的な取

り組みを目指します。  

 新たな体制が十全に機能するようになるには、時間もかかると思いますが、今後も地域

に根ざした公立大学法人として、継続的かつ積極的に地域貢献をおこない、それを教育・

研究と結び付けて地域の健康課題の解決に寄与して参りたいと考えております。関係者の

皆様におかれましては、今後とも引き続き本センターの取り組みに関しまして忌憚のない

ご意見を頂戴できればと思います。  



刊行によせて 

神戸市看護大学 

いちかんダイバシティ―看護開発センター長 

岩本 里織 

 いちかんダイバシティ―看護開発センター（ 以下、センター）は、2021 年 4 月に開設し、

5年が経過いたしました。教職員のご活躍のおかげをもちまして、センターにおける地域貢

献活動は、非常に活発な活動が展開されており、学内外から評価のお声をいただき、うれし

く思います。 

さて、2024 年度の活動において、特筆することの一つは、「阪神・淡路大震災 30 年記念

シンポジウム」の開催です。「災害にいきる“看護のチカラ”をテーマに阪神・淡路大震災

において看護師や保健師と活躍された方々による災害における看護の力や看護の発展につ

いてディスカッションをいただきました。また、特別プログラムとして声優の林原めぐみ氏

を迎え「看護はみんなのハートフルステーション」をテーマに対談をしていただきました。

これにより非常に多くの若い方々がご参加いただき、神戸市看護大学を知っていただいた

と共に、看護の魅力や災害時の看護の役割についても考える機会となったのではないかと

感じております。 

二つ目は、「映画“じょっぱり”上映会」です。一昨年に、山路ふみこ映画財団と共催を

させていただき映画上映会を開催した際に、地域住民の皆様から継続してほしいというご

要望をたくさん寄せられておりました。そこで日ごろお世話になっております地域住民の

方々、授業や実習などでお世話になっております教育・実習ボランティアの皆様にお礼をか

ねて楽しんでいただくこと、また学生たちにさらに看護の魅力に触れてほしいと思い、本映

画の上映をいたしました。沢山の住民の皆様にお越しいただきまして、盛大に終了いたしま

した。 

最後に、「大学年神戸産学プラットフォーム」への連携事業として、「リカレント教育プロ

ジェクト」「企業、行政、大学、住民が共につくる地域防災」「高齢社会を支える医療・介護

事業の経営持続性と発展性を担う人材の育成」の 3つのプロジェクトに参画し、他大学や企

業と共同しながら活発に活動の推進をしていただいております。 

以上ご紹介しました以外にもセンターにおいては、非常に多岐にわたる活動を展開して

おります。今後も、地域住民の皆様や、地域の保健医療に従事していらっしゃる専門職の皆

様との共働を通して、本センターが核とする「地元創成」に向けて、活動していきたいと存

じます。引き続き、みなさま方のご協力およびご指導をお願い申し上げます。 
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いちかんダイバーシティ看護開発センターの概要 

１．本センター設置の趣旨 

我が国では、人口減少、少子高齢化が進行中であり、2040 年に高齢者人口がピークを迎

える。2040 年を展望し、誰もがより長く元気に活躍できる社会の実現を目指して、住民の

「健康寿命の延伸」と「多様な就労・社会参加」とともに、「医療・福祉サービスの改革に

よる生産性の向上」への取り組みが必要とされている。本センターは、このように多様化・

複雑化する地域社会のニーズの変化に応じて、市民と協働して、地域の健康課題の解決に

取り組み、この教育研究成果を絶えず市民に還元し、生活の質の向上に寄与することをめ

ざして設立した。  

２．沿革 

神戸市看護大学は、阪神淡路大震災発災後 1 年後の 1996 年に開学し、兵庫県及び神戸市

の復旧・復興とともに歩んできた歴史を持つ。2006 年度の文部科学省現代 GP の助成事業

「地元住民と共に学び共に創る健康生活」に始まり、現在に至るまで地域に根ざした教育・

研究・地域連携活動を行ってきた。  

2009 年度に、地域社会における健康支援の推進と、教育・研究における地域との交流を

発展させることを目的として、「神戸市看護大学健康支援地域連携センター」が開設された。

2012 年度には、従来の国際・地域交流委員会を統合して国際的な交流活動も含めた「地域

連携・国際交流センター」となり、地域連携、国際交流、教育・研究活動を全学的に展開

した。さらに、2013 年度には、文部科学省の拠点事業である地（知）の拠点整備事業（Center 

of Community:以下 COC 事業）で、「地域住民と共に学び、共に創るコミュニティケアの拠

点づくり」に取り組み、2014 年度に、地域連携教育・研究センターが開設され、西区を中

心に地域貢献活動を継続し、地域住民との交流、健康増進活動等を行ってきた。  

これまでの取り組みを発展させ、2021 年 4 月にいちかんダイバーシティ看護開発センタ

ーが開設された。尚、これまでの地域連携・教育研究センターの活動は、いちかんダイバ

ーシティ看護開発センターの地域連携グループが継続して行っている。  
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2006 年～ 文部科学省の現代 GP「現代的教育ニーズ取組支援プログラ

ム」の助成を受けた事業の実施（～2008 年度）

2009 年 健康支援地域連携センターの開設 

2012 年 健康支援地域連携センターが、従来の国際・地域交流委員会

を統合して国際的な交流活動も含めた「地域連携・国際交流

センター」となり、地域連携、国際交流、教育・研究活動を

展開 

2013 年 COC 事業における「地域住民と共に学び、共に創るコミュニテ

ィケアの拠点づくり」への取り組み（～2017 年度） 

2014 年 地域連携教育・研究センターの開設 

2021 年 いちかんダイバーシティ看護開発センターの開設 

３．理念 

本センターは、年齢、性別、人種、国籍、宗教、価値観、ライフスタイルなどが異なる

人々が共に生きる地域社会の中で、一人ひとりの生存、生活、尊厳を尊重し、個人と、個

人が集まってつくるコミュニティの持つ豊かな可能性を実現することを目指す。そして、

センターおよび本学では、日本学術会議で提案されている地元創成看護学の実装を目指し

ている。センターでは、地域連携、生涯教育、国際交流、及び産官学連携、防災・減災支

援を 5 つの柱として、多様化・複雑化する地域社会のニーズの変化に応じて、市民と協働

して、地域の健康課題の解決に取り組む（図 1. センター概念図）。そして、この教育研究

成果を絶えず市民に還元し、生活の質の向上に寄与する。さらに、地元住民に加え、専門

職、自治体、関係機関（職能団体や民間企業）と共にこれらの分野の課題解決に取り組む。

コミュニティとの協働を通じ、新たな知見を得て、ローカルに働きかけた経験を蓄積する。

そして、この知見をグローバルに展開し、国際的な人・文化交流ネットワークの拠点を構

築する。  

図１ いちかんダイバーシティ看護開発センターの概念図 
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４．目標 

本センターでは、神戸市を中心としながら、兵庫県下の様々な地域を地元ととらえ、公

立大学法人として、教育研究活動の成果を地域社会に還元することを目標とする。  

（１） 地域課題の解決や健康創造都市戦略等を担う学術研究の推進

神戸市と地域の抱える保健・医療・福祉分野の様々な政策課題に対して、産官学連携の

強化を図り、課題解決に資する研究に取り組む。そして、国内外に向けて研究成果を発信

し、各分野の学術的発展に貢献するとともに、政策提言等により、健康寿命の延伸、健康

格差の縮小を目指す健康創造都市戦略の一翼を担い、保健・医療・福祉施策の充実に寄与

する。  

（２） 市民との連携・交流による地域の保健医療への貢献

地域と連携した教育研究活動として、企業、市民、市内の大学、神戸市民病院群をはじ

めとする医療機関、福祉施設等と連携した教育研究活動、地域貢献活動を推進するととも

に、その成果を積極的に市民へ還元する。そして、市民に信頼され、貢献できる大学とし

て、公開講座等の実施、大学施設の開放等を行うことにより、市民の生涯学習に寄与し、

市民との交流を促進する。さらに、地域の看護人材の供給のために、看護職者の就業継続

支援や復職支援、新たな学びのニーズに対応したリカレント教育を充実させ、看護職者の

生涯学習の拠点としての役割を果たす。  

（３） 国際都市神戸にある大学として、学生の異文化理解の推進と海外の大学との

交流の推進

多様な価値観や文化的背景、生活習慣等に配慮できる国際的な感覚を有した人材育成を

行うことを目指す。異文化への理解やグローバルな視点と感覚を培うため、海外研修によ

る異文化体験や地域で暮らす在日外国人との交流、外国の大学との国際交流を推進する。

さらに、グローバルな視点を培う国際交流の推進のため、海外からの留学生の受入れを推

進するとともに、国際化が進む保健・医療・福祉分野において、医療介護分野等で働く外

国人のキャリア開発を支援する。  

５．位置づけ 

いちかんダイバーシティ看護開発センターは、センター長及び副センター長のもと、地

域連携、生涯教育、国際交流、産官学連携、防災・減災支援という大きな 5 つの柱を掲げ、

開設時は、８つのグループ事業（地域連携、健康支援、在宅ケア支援、国際交流、保健師

キャリア支援センター、地域保健支援、臨床看護連携、災害看護）を展開した。2023 年度

は、リカレント教育を加えた９つのグループ事業を展開した。そして、2024 年度はグルー

プ組織編成を行い、地域貢献事業 5 グループ（まちの保健室、防災減災支援、オンライン

看護相談、オンライン慢性疾患管理、フットケア）、生涯教育事業 3 グループ（リカレント

/臨床連携、在宅ケア支援、保健師キャリア支援）、国際交流 1 グループ（国際交流）の 9 つ

のグループで事業を展開した。各グループの活動はプロジェクト型とし、各グループにリ
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ーダーを配置して、本学教員が参画し、全学協働で行っている。  

図２ いちかんダイバーシティ看護開発センターの位置づけ 
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Ⅰ 阪神・淡路大震災 30 年シンポジウム 

「災害にいきる“看護のチカラ”」

事務局長 永田章彦 

１．事業概要・経過 

 2025 年 2 月 2 日(日)に神戸市看護大学ホールにおいて、神戸市看護大学及び神戸市主催

の阪神・淡路大震災 30 年シンポジウムを開催した。 

阪神・淡路大震災から 2025 年 1 月で 30 年となる。本学は、震災の苦しい悲惨な経験から、

十分な医療・看護の体制が必要という切実な要請を受けて誕生したことが礎となっている

ことより、本学と神戸市とが主催者となり、本シンポジウムを開催することとなった。 

今回のシンポジウムでは、看護職を目指す学生や中・高校生、医療関係者、一般の方々と

対象をひろくして、「災害にいきる看護のチカラ」をテーマに、ラジオ番組の公開収録とシ

ンポジウムの２部構成の魅力あるプログラムとなるよう企画した。

第１部では、看護や神戸にゆかりのある声優、歌手、ラジオ DJ、作詞家、エッセイスト

として幅広く活躍されている、林原めぐみ氏にゲスト出演していただいた。林原氏は、看

護師の資格を有し、阪神・淡路大震災当時担当していたラジオ番組「林原めぐみのハート

フルステーション」（ラジオ関西）において、毎週、被災者・リスナーを励まし続けたこと

で知られている。その後も継続して被災地・神戸に特別の思いをもって活動されているこ

とから、看護や大震災、神戸への思いを、若者・医療関係者などに向けてのエールとして

発信するうえで適任者であった。 

また、現在林原めぐみ氏がパーソナリティを務める番組を、ラジオ関西が放送している

ことから、ラジオ関西に業務委託し、シンポジウムの模様をラジオ関西の特別番組として

放送することとなった。そして、司会にラジオ関西の長寿番組である「青春ラジメニア」

の南かおり氏とワタナバフラワームサ氏をお迎えして、「看護は“みんなのハートフルステ

ーション”」として、公開収録の形式でトークショーを開催した。（収録した番組は、2025

年 2 月 18 日(火)18 時～19 時 30 分にラジオ関西で放送された。） 

第 2 部では「いのちと健康を守るために～災害看護の現在・過去・未来～」をテーマと

したパネルディスカッションを開催した。阪神・淡路大震災の発災当時、神戸赤十字病院

で看護師として勤務していた、野村美智子氏の基調講演の後、野村氏に加え、保健師の立

場から保健福祉局保健企画担当局長であった山﨑初美氏、さらに本学で災害看護の教鞭を

とっている神原咲子教授を交え、本学の池田清子教授がファシリテーターとして、ディス

カッションを行った。プログラムの詳細を表 1 に示す。
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表 1 プログラム内容  

12:50 開場・受付  

13:57～  「しあわせ運べるように」動画上映  

14:00～  黙祷、江川学長開会挨拶  

14:10～  【第 1 部】特別プログラム  

青春ラジメニア presents 

「看護は“みんなのハートフルステーション”」  

ゲスト：林原めぐみ（声優）  

司 会：南かおり、ワタナベフラワー  ムサ（青春ラジメニア） 

15:10～  【第 2 部】パネルディスカッション  

基調講演  

「いのちと健康を守るために ～災害看護の現在・過去・未来～」 

 元  日本赤十字社 神戸赤十字病院 看護師長 野村美智子  

ディスカッション  

・パネリスト

野村美智子（元  日本赤十字社 神戸赤十字病院 看護師長）

山﨑初美（元  神戸市健康局 保健企画担当局長）

神原咲子（神戸市看護大学 災害看護・国際看護学分野教授） 

・ファシリテーター

池田清子（神戸市看護大学 学部長）

14:00 閉会  

２．事業の成果・実績 

シンポジウムの広報については、本学ホームページや SNS のほか、2,500 枚のチラシを市

内の中学校・高校、大学、看護専門学校などに配布した。また、ラジオ関西でのラジオ CM、

ラジオ番組「青春ラジメニア」「林原めぐみの Tokyo Boogie Night」における番組内や、林原

氏の公式 X（旧ツイッター）などでも広く告知が行われた。  

 当日は、看護に関心がある中高生や大学生が 36 名、医療関係者が 74 名、一般が 257 名の

計 367 名が参加した。  

写真：当日の会場の模様  
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Ⅰ 阪神・淡路大震災 30年シンポジウム「災害にいきる“看護のチカラ” 

 開催後のアンケートには、136 名（一般 99 名、医療関係者 25 名、学生 12 名）から回答を

得た（回答率 37.1％）。第 1 部については全員、第 2 部については約 9 割の方が「満足した」

と回答した。また自由意見として、第 1 部では「林原めぐみさんの看護学生時代のエピソード

はどれも心に残りました。中でも、末期の患者さんをお風呂に入れた際に『生き返った』と感

謝された話は深く心に残りました」、「震災時の、偽善も集まれば善になる、という言葉は、自

然災害が多いこの国ではもっと皆に知ってほしいと感じました」、「林原めぐみさんが神戸の事

を大事に思ってくれているんだなぁと思って感動しました」などの意見をいただいた。  

また、第 2 部についても「（震災）当時、病院や保健所で働いていた方の語りはとても貴重

でした」、「実際に発災後のお話が聞けて良かったですし、私自身も被災者であり二人の遺族と

して、当時を思いながら、聞いていました。これからの災害に対して、自助共助の大切さ、備

えをしっかりして、少しでも減災できたらと思います」などの感想をいただいた。  

全体を通じての感想でも、「現役の看護学生だが、当時のことを知る機会は授業では少ない

ので、このような機会は今後もあると嬉しい」、「神戸市看護大学で学びたい気持ちが高まりま

した」、「看護学科を持つ大学がかなり増えた昨今、あまり他学が実施されていないアプローチ

で看護学や防災に関心を持ってもらおうとした今回の試み、大変興味深く感じました」といっ

た意見をいただいた。  

今回のシンポジウムが、学生、医療従事者以外の一般の方々にも、震災と看護について考え

る機会となり、神戸市看護大学の存在を幅広く知っていただく契機にもなり、有意義な取り組

みであったと考える。  

 なお、シンポジウムの模様はラジオ関西の放送以外にも、ラジオ関西のウェブメディアであ

る「ラジトピ」でも発信された。  

ラジトピ当該記事 URL（2025 年 6 月 16 日アクセス）

https://jocr.jp/raditopi/2025/02/22/617672/ 

https://jocr.jp/raditopi/2025/02/22/617687/ 
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Ⅱ 大邱保健大学からの視察・交流会 

Ⅱ 大邱保健大学からの視察・交流会 

いちかんダイバーシティ看護開発センター 水川真理子 

１．学内対応者 

  学長 江川幸二 

センター長  岩本里織 

メンバー   池田清子、神原咲子、船越明子、森山美香、水川真理子、藤本佳子  

２．視察・交流会概要 

学生の交流や研究面での教員間の交流のために、2024 年 2 月 21 日に大邱保健大学のグ

ローカル大学 30 プロジェクトに参加し、連携を行うこととなり、意向確認書(LOI: Letter

of Intent)に双方が署名を行い、協定が締結された。 

今年度は、2024 年 12 月 16 日に大邱保健大学校より 2 年生～4 年生の学生 20 名と教員 5

名が本学に来学され、本学の視察と学生・教員間の交流を行った。大邱大学の学生と教員

は、実習施設などを見学した後、本学における看護カリキュラムなどについての講義を聴

講した。その後の本学 2 年生の国際看護論授業では、グループワークに韓国の学生が一人

ずつ加わり、「グローバルな健康危機と地域の課題」などについてディスカッションを行っ

た。日韓の学生同士は、言語の壁を越えて活発に交流を行うことができる貴重な機会とな

った。また、大邱保健大学教員と本学学長らとの懇談会も開催され、両大学の教員が文化

や医療体制、教育体制の違いなどをふまえて、今後どのように大学間交流を進めるかにつ

いて話し合いがなされた。 

写真：大邱保健大学校からの来学者 写真：国際看護論授業グループ演習 
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Ⅲ 映画上映会「じょっぱり～看護の人 花田ミキ～」開催報告 

いちかんダイバーシティ看護開発センター 水川真理子 

１．センターメンバー 

  センター長  岩本里織 

  副センター長 片倉直子 

  メンバー   水川真理子、藤本佳子  

２．事業の実際 

いちかんダイバーシティ看護開発センターでは、これまで地域住民や医療保健専門職向

けの映画上映会を開催してきた。今年度は、2025 年 3 月 8 日（土）13:30～15:15 に、本学

ホールにおいて、映画「じょっぱり～看護の人 花田ミキ～」の上映会を開催した。「じょ

っぱり」は、戦中戦後の激動期に「保健と看護」に生涯を捧げ『青森のナイチンゲール』

と評された実在の人物・花田ミキ（1913～2006）さんの波乱万丈の生涯と命の尊さを映画

化したヒューマンドラマで、地域住民、医療保健介護専門職や、学生の皆さんに、改めて

【看護の魅力】を知っていただくために企画した。 

３．事業成果・実績 

 当日は、10 歳代から 80 歳代までの幅広い年代の地域住民、医療保健介護専門職者、学

生（中学生、高校生、大学生、大学院生）の総勢 140 名が参加された。  

開催後のアンケートには 100 名から回答を得た（回収率 71.4%）。アンケート回答者の 9

割を超える方が満足したと回答し、「言葉では表現出来ないくらいに、心に響くとても感動

的な映画だった」「戦争に巻き込まれながらも信念を貫き行動して懸命に生きた姿“人は人

のために生きてこそ人”に感銘した」といった感想や、「将来、看護師になりたい私として

は、ただ単に看護するのが看護師の仕事ではないということを知ることができた。また、

当時の社会の問題を指摘し、自分から積極的に発言したり行動したりする花田ミキさんの

ように色々なことに目を向けられる人になりたいと気づくことができた」、「戦時中の従軍

看護師の厳しい業務内容を知ることができた。また戦後間ない時期の僻地の厳しい医療体

制を知ることができた。それに立ち向かって県庁の改革をしていった花田さんを同じ看護

職者として心から尊敬します」などの感想をいただいた。以下にアンケート結果の一部を

示す。 
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1) 回答者の居住地

回答者の住まいまたは所属先の地域は、学園都市が 51 人（51%）、学園都市以外の西区

が 15 人（15%）、西区以外の神戸市 21 人（21%）、神戸市以外の兵庫県内が 12 人（12%）、

兵庫県外が 1 人（1%）であった。 

2) 名画上映会参加のきっかけ

映画上映会に参加したきっかけとして最も多かったのは「花田ミキの人生に興味があっ

た」57 人（57%）で、次いで「戦中戦後の看護職者の活動を知りたかった」が 47 人

（47%）、「無料で鑑賞できる」が 43 人（43%）、「大学の催しなので興味があった」が 34

人（34%）、「開催時期（土曜の午後）が良かった」が 34 人（34%）、「出演俳優に興味が

あった」が 22 人（22%）、「地域の方と一緒に参加・交流ができる」が 8 人（8%）、「その

他」が 7 人（7%）であった（複数回答式）。 
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3) 満足度

映画上映会に参加した満足度は、「とても

満足」が 73 人（73%）、「まあまあ満足」が 23

人（23%）、「どちらでもない」が 1 人（1%）、

「未回答」が 3 人（3%）で満足度が高いイベ

ントであった。

4) 参加して良かった点

映画上映会に参加して良かった点として最も多かったのは「良い映画を近隣で鑑賞でき

た」64 人（64%）で、次いで「保健看護活動に関する理解が深まった」が 62 人（62%）、

「無料で鑑賞できた」が 41 人（41%）、「神戸市看護大学に来る機会となった」が 33 人

（33%）、「地域の方と交流できた」が 4 人（4%）、「大学の学生・教員と交流できた」が 3

人（3%）であった（複数回答式）。 

写真：受付の様子 写真：会場の様子 
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Ⅳ まちの保健室 

在宅看護学分野 丸尾智実

１．グループ概要 

神戸市看護大学「まちの保健室」は、兵庫県看護協会神戸西部支部の活動として、

2005 年  12 月から地域住民を対象に実施している。出産・子育て、生活習慣病やこころ

の健康、介護等、健康に関する様々な健康上の課題に、協力分野の教員が相談に応じるこ

とで、地域住民の健康維持・増進を目指すことを目的としている。  

2023 年度までは、地域連携グループの活動の 1 つとして位置付けられてきたが、中期

目標である「市民との連携・交流による、地域の保健医療への貢献の推進：市民との交流

促進」において主要な役割の 1 つを担うことから、2024 年度より 1 つのグループとして

独立して活動することとなった。まちの保健室グループメンバーは、兵庫県看護協会神戸

西部支部との連携、まちの保健室の活動の企画・運営等の中心的な役割を担っているが、

メンバー以外の多くの教員の協力により活動が成り立っている。

２．グループメンバー 

  リーダー  丸尾智実 

  メンバー  秋定真有、池田清子、石関美津子、角田響介、片山修、神原咲子、 

山田暢子、山本陽子 

３．活動内容  

現在は、地域住民の方々を対象に各協力分野の専門性と地域住民の健康ニーズを考慮し

た健康講座と健康相談で構成する『健康支援』、子育て中の保護者とその子どもを対象に

健康相談や子どもの発育測定、参加者間の交流促進を支援する『子育て支援』、こころの

悩みを抱えている方を対象に看護相談をおこなう『こころと身体の看護相談』、もの忘れ

や認知症に関する不安や困りごとへの支援をおこなう『もの忘れ看護相談』の  4 つの拠

点を開催して活動している。  

今年度、兵庫県看護協会のまちの保健室の趣旨に賛同し、神戸西部支部のまちの保健室

のボランティアに登録した教員は  24 名であった。以下、表 1 に今年度担当した教員を示

す。  
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表 1 2024 年度まちの保健室担当教員一覧  

活動拠点  担当した教員  

健康支援 第  1 回：内山、新澤、赤松   

第  2 回：岩本、山下、遠藤、山田  

第  3 回：森山、佐藤(隆)、佐藤(智)、石関  

第  4 回：丸尾、片倉、大瓦、中川  

（フットケア：3 回シリーズで構成）

第 5～7 回：畑中、池田（清）

子育て支援  山本、二宮、半田、清水、福井  

こころと身体の看護相談  角田、船越、田中、関口  

もの忘れ看護相談  秋定、坪井、石橋、蒲谷  

※ 担当教員は兵庫県看護協会まちの保健室ボランティアに登録していない協賛ボランティア

を含む  

（１）健康支援

健康支援は、当初の計画通り 7 回すべての活動を開催することができた。以下、表 2

に今年度の開催状況および概要を記す。また、各活動の概要を以下に報告する。  

 表 2  2024 年度の『健康支援』開催状況  

回  日程  テーマ
参加数  

（人）  

ｽﾀｯﾌ数（人）

※院生・学生含

1 6 月 7 日  「温める＆マインドフルネス」でセルフケア  40  7 

2 11 月 14 日  生活体力を測ってみませんか？  44 4 

3 2 月 26 日  
～人生会議～   

「あなたにとって大切なことは何ですか」  
8 4 

4 3 月 7 日  認知症予防と在宅看護～訪問看護ができること～ 12 4 

（フットケアは 3 回シリーズで構成）

5 7 月 13 日  
「フットケアの日～歩ける足をいつまでも！～」 

あなたの足のトラブルにお答えします  
38 20 

6 10 月 12 日  秋です！歩き方講座  56 23 

7 2 月 22 日  歩ける足のためのさまざまな足のケア  55 19 

合計  253 81 
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第 1 回：キーワードは自然治癒力！セルフケアしてみましょう「温める」＆「マイン

ドフルネス」 

内容および全体スケジュールは、内山講師による企画の趣旨説明・自然治癒力の講義

（10 分）後、新澤講師による「マインドフルネス」（40 分）、休憩（10 分）、内山講師

による「温める（温罨法）」（60 分）、最後に質疑応答や意見交換とした。  

「マインドフルネス」では、マインドフルネスの定義とともにこころのセルフケア方法

としての機序を講義し、呼吸法と立位のヨガの演習を実施した。演習では、講師がガイド

役となり参加者はガイドを聞きながら呼吸法や立位のヨガを行った。次の温罨法では、身

体を温める効果やその機序を講義した。演習では、各参加者に温タオル 1 枚＋ビニール

袋、タオル 1 枚を配布し、参加者は温めたい部位への貼付を体験した。さらに、熱布を自

宅で作成する簡便な方法 (ポリエチレン袋にタオル 1 枚を入れ、コップ１杯の熱湯を注ぎ作

成）のデモンストレーションを行った。当日の参加者からは、「こんなに長い時間タオル

が温かくて驚いた」「気持ちが良い」「家でもできそう」等の感想があった。  

アンケート結果では、「とても満足」「まあ満足」と回答した方が約 8 割であり、理由

として「効果が実感できた」「ガスが出やすくなり、歩くたびにプップッとなります。メ

カニズムを教えてほしい」「すばらしい体験をさせていただいただけでとてもリラック

ス、気分よくしていただきました」「不安なことがいろいろ有り、体調を崩していたので

とても良かったと思います」など、特に体験型であったことが好評につながったと評価で

きた。参加者が 40 名であったことや参加動機「自然治癒力、セルフケアに興味が持てまし

た」「体の健康が気になってきた」「健康を維持したい」というアンケート結果からも、

今回の企画は地域住民のニーズにあっていたと評価できた。  

（文責：内山孝子）  

第 2 回：生活体力を測ってみませんか？ 

本企画では、本学の教員や保健師

選択課程の 4 年生が参加者の身体計

測や体力測定を行い、測定結果をも

とに各参加者へ健康づくりについて

アドバイスを行った。参加者は血

圧・脈拍測定と問診を受けた後スト

レッチを行い、身長、体重、体組

成、握力、足指力、長坐位、開眼

（閉眼）片足立ちや  5ｍ歩行（座位

ステッピングテスト）を測定した。 （写真：健康相談の様子）  

終了後に参加者からは、「現在の体力状況を知ることができました」「足裏筋力をつ

ける必要を感じました。今日、受けてよかったです」「健康に不安を感じながら生活して

いるので、近くにこんな日頃測定してもらったことがない項目について色々測定、アドバ

イス頂きましたのは良かったです。」「又、来年も参加したいと思います」など、企画に

満足を得られた内容の意見が多数みられた。実施後のアンケートでも、本企画に対し約 9

割の方が「とても満足」あるいは「まあ満足」と答えたことから、参加者にとって満足で
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きる内容であったと考えられる。例年、約 6 割が過去に本企画に参加経験のあるリピー

ターである。また西区以外からの参加者も約 3 割いることから、本企画の需要は高いこ

とがうかがえる。次年度以降も地域の方が自身の体力を知り、健康の維持・増進のための

生活習慣について考えられる場となるよう、継続して実施していきたいと考える。

（文責：山田暢子）  

第 3 回：～人生会議～「あなたにとって大切なことは何ですか」 

当日は飛び込み参加者 2 名と予約者 6 名の、合計 8 名の参加があった。前半は講義形式

でパワーポイントを使いながら進め、ACP（アドバンス・ケア・プランニング）の概要や

大切さについて、事例を交えて説明した。ACP のステップについては、神戸市医師会が作

成したシートを活用し、参加者それぞれに「自分にとって大切なこと」を考えながら、項

目ごとに書き込んでいただいた。   

後半は「人生会議カフェ」というグループワークを行った。参加者は 3 つのグループに

分かれ、各グループには教員 1 名がファシリテーターとして加わり、自分にとって大切な

ことや話し合える大切な人について伝えあっていただいた。グループワークでは、「今まで

考えたことがなかったけれど、今から考えたい」と話す方のほか、配偶者の最期を自宅で

看取った方や、現在母親の延命治療について決断を迫られている方など、ご家族の終末期

に向き合った経験を語る場面も見られた。そのような実体験の共有もあり、それぞれの価

値観の違いや家族と話し合うことの大切さや難しさを改めて感じる機会となっていたと考

える。   

実施後のアンケートでは、「なんとなくしか考えていなかったが、今から家族と話すこ

とが大切だと気づいた」「ほかの参加者と話せてよかった」「とても有意義な時間だった」

「ぜひまた開催してほしい」といった感想が寄せられた。また、健康寿命の延ばし方や定

期健診の頻度についても知りたいという声もあり、ACP に関心を持つとともに、自分の

健康や将来について、より具体的に考えたいという気持ちの高まりがうかがえた。特に課

題となるような意見や要望はなく、全体を通して安心して話せる雰囲気の中で、参加者同

士が自分の思いや考えを自然に伝え合えていたと感じる。 

（文責：石関美津子）  

第 4 回：認知症予防と在宅看護～訪問看護ができること～ 

本講座では、認知症や生活の中でで

きる認知症予防について解説した後、

参加者全員で二重課題運動等の体験を

おこなった。その後、訪問看護が認知

症予防や認知症をもつ方にできること

について解説し、参加者と意見交換を

した。意見交換では、訪問看護をどの

ようにしたら利用ができるか、訪問看護に   （写真：講座での体験の様子）  

おける他職種との連携について等の熱心な質問が寄せられた。参加者からのアンケートで

は「とても満足した」「まあ満足した」と全員が回答し、参加者の関心のあるテーマであ
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ったと考えられた。また、自由記載には、「体験もありよかった」「ちょっと心配してい

たことが大丈夫と思えた」「訪問看護の内容が少しわかってよかった」などの感想や、

「訪問看護について知っておきたい」「高齢者の健康管理の話がききたい」という意見が

あったことから、訪問看護や健康管理に関するニーズが高いことが考えられた。今後も、

地域の方のニーズを踏まえながら、地域の方にわかりやすく訪問看護や在宅療養生活のコ

ツを伝えていく機会を作っていくことが必要と考えられた。

（文責：丸尾智実） 

第 5～7 回：歩ける足をいつまでも！（3 回シリーズ） 

今年度は、「歩ける足をいつまでも！」をテーマに年 3 回開催した。1 回目は、7 月 13

日、2 回目は 10 月 12 日、3 回目は 2 月 22 日であった。3 回ともに看護職者が足のアセス

メント（爪の状態、拇指の外反角度、足趾力、神経障害の有無、症状等）を行い、参加者

にアセスメント結果をフィードバックした。また足の健康に関連したミニ講座として、1 回

目は靴職人による「靴のトラブルと靴選び」、２回目は理学療法士による「正しい歩き方」、

3 回目は形成外科医による「足と健康寿命について」をテーマに専門的な内容を参加者に

わかりやすく話してもらった。3 回ともに最後に個別の相談を実施した。  

参加者は、1 回目は 38 名、2 回目は 56 名、3 回目は 55 名であった。参加者のアンケー

ト結果では、1 回目、2 回目、3 回目ともに「とても満足」「まあ満足」が 91～100％、

「自分のからだについて知ったり、考える機会になった」が 100％であった。いずれの開

催日においても参加者の足の健康への関心度は高く、個々に困っている足のトラブルを改

善したいという思いが伝わってきた。連続して参加された方のなかには、前回のアドバイ

スに従って自宅でセルフケアを継続的に実施されていた方もいた。

これらの状況より、足の健康を維持したいとの地域住民のニーズは高く、今後も足のア

セスメントやフットケアに関する講座は継続する必要があると考える。

（文責：池田清子）  

（２）子育て支援

地域における育児支援の場を提供する取り組みとして、子どもに関する相談を行うと

もに、参加した親子同士の交流が図れる機会を提供することを目的に  2006 年から年  6 

回実施してきた。新型コロナウイルス感染症が猛威を振るっていた時期はオンラインでの

相談対応も実施したが、2022 年度以降はコロナ禍以前と同様に対面での子育て相談を本

学コラボカフェ内で行ってきた。  

今年度も参加者は少ない状況であったが、毎回継続して参加してくださる参加者もお

り、参加されている親子の様子からは遊び場としても活用されている様子が窺えるため、

楽しみながら参加できる子育て相談の場として機能しているものと考える。これまでは午

後に開催していたが、乳幼児の生活スタイル（午睡など）を考慮すると午前中の方が参加

しやすいと考えたため、次年度は開催時間を午前に変更する予定にしている。また、保護

者同士が出会える場としても活用できるように、さらなる広報活動を検討していきた

い。  
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 表 3 2024 年度の『子育て支援』活動状況  

年  日程  参加者数  主な相談内容  

2024 年 5 月  8 日  3 組  6 人  子どもとの関わり方、発達、離乳食についてなど 

7 月  3 日  1 組  2 人  排泄、成長発達についてなど 

9 月 18 日  1 組  2 人  トイレットトレーニング、成長発達についてなど

11 月 20 日  2 組 3 人  子どもとの関わり方、イヤイヤ期の対応など 

2025 年 2 月 12 日  1 組  2 人  子どもの睡眠、こどもとの関わり方についてなど 

3 月  5 日  1 組  2 人  子どもの気になるくせについてなど 

（文責：山本陽子）  

（３）こころと身体の看護相談   

「こころと身体の看護相談（以下、看護相談）」は、心身に不調のある方とそのご家

族が気軽に相談できる地域の場および精神看護専門看護師を目指す大学院生の教育の場と

して、2007 年 6 月より月 1 回（木曜日の午後・都合により曜日の変更有）、完全予約制

の 1 回 12 人の相談枠で実施している。今年度より、相談場所が UNITY からキャンパス

スクェア本館 2 階リバティーホールへ会場が変更となった。

今年度の相談件数は 51 件、うち新規相談は 16 件、一旦終結していたが再開した相談

は 3 件、継続の相談は 32 件、相談終結は 2 件であった。相談者の年代の内訳は 40 歳代

が 15.7％、50 歳代が 19.6％、60 歳代が 9.8％、70 歳代以上が 54.9％であった。性別の

内訳は男性が 35.2％、女性が 64.8％であった。    

表 4 2024 年度相談件数（51 件）の内訳  

相談申し込み（件）   相談終結  

（件） 新規   再開   継続  

延べ件数（件） 16 3 32 2 

表 5 2024 年度相談者（51 件）の年代内訳  

年代   10 歳代   20 歳代   30 歳代   40 歳代   50 歳代   60 歳代  
70 歳代以

上  

件数  

（％） 
0 0 0 

8 

（15.7） 

10 

（19.6） 

5 

（9.8） 

28 

（54.9） 

表 6 2024 年度相談内容内訳 （複数回答） 

相談内容  
対人関係の

悩み 

家族関係の

悩み 

自分の心身

の悩み 

家族の心身

の悩み 

日常生活に

ついて 
その他  

件数  

（％） 

2 

(3.4) 

4 

(6.9) 

38 

(65.5) 

13 

(22.4) 

1 

(1.7) 

0 

(0) 
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相談内容は自分の心身の悩みが最も多く、次いで家族の心身の悩み、家族関係の悩みが

多くみられた。今年度は、広報紙 KOBE に加えビバ・ニュータウンに掲載したことによ

り昨年度と比較して新規申込者の数が約 2.7 倍に増加しており、一定の広報活動の効果は

得られている。また、年代別では 70 歳代以上の相談者が最も多く、継続の割合も高いこ

とから看護相談は社会との繋がりの場の 1 つとしての役割もあるのではないかと考えら

れる。一方で、10 歳代～30 歳代の若年者からの相談は依然として無く、周知方法の見直

しも含めて再度検討することが求められる。悩みを抱えながらも日々の生活を送り、適切

な支援へと繋がらない若年者への看護支援の在り方を再考していくことが必要であるとう

かがえた。   

（文責：角田響介）

（４）もの忘れ看護相談

「もの忘れ看護相談」は 2012 年 3 月より開設し、もの忘れや認知症の人とその家族が地

域で安心して暮らし続けられるよう、知識の普及啓発のための 30 分間のミニ講義と希望者に

は教員が対応する個別相談を実施している。2024 年度の「もの忘れ看護相談」は、4 回開催

し、参加者数は延べ 48 名であった。  

表 7 『もの忘れ看護相談』参加者数と運営人数（人） ※（ ）は個別相談利用者  

開催日  
ミニ講義参加者数 運営人数  

65 歳以上  65 歳未満  計  教員  ボランティア  計  

5 月 15 日(水 ) 
10 

（3）  

0 

（0）  

10

（3）  
4 

大学院生 1

学部生 2  

あんしんすこやか

センター職員 2
9 

7 月 3 日(水 ) 
7 

（5）  

2 

（0）  

9 

（5）  
4 

大学院生 1 

学部生 1 

あんしんすこやか

センター職員 1
6 

8 月 6 日(火 ) 
14 

（0）  

3 

（0）  

17 

（0）  
2 －  －  2 

10 月 18 日(金) 
11 

（4）  

1 

（1）  

12 

（4）  
2 

大学院生 1

学部生 3  

あんしんすこやか

センター職員 1
7 

今年度も感染や熱中症予防に配慮した上で 4 回開催した。今年度のミニ講義のテーマは、

「今の認知症予防の考え方と生活上のひと工夫」「認知症の人の対応に困らないかかわり方」

「地域で認知症の人とその家族を支える」「今のうちから備える認知症の人の ACP」とし

た。ミニ講義では、自身のもの忘れが気になる方や認知症の診断を受けた方のご家族に加

え、友人のもの忘れを心配されている方の参加など、様々な立場の方が参加された。  

個別相談では、延べ 12 名（10 組）の相談があり、主な相談内容は、日常生活で自身のも

の忘れを自覚したことや他者から指摘されたことに伴う不安、認知症予防に関すること、認

知症の家族との接し方、独居の友人のもの忘れへの対応など多岐に渡っていた。また、自身

や家族のもの忘れを不安に感じ、神戸市の認知症診断助成制度を利用した方が半数以上みら
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れたが、受診結果にかかわらずその後の生活に不安を感じている方が少なくないことがうか

がえた。  

今年度は、コロナ禍以降半減していた参加者数に大幅な回復がみられた。近年、それぞれ

の地域で認知症に関する講義や事業が数多く展開されているが、今年度も様々な立場にある

多くの方の参加があったことから、本学で開催するもの忘れ看護相談に一定のニーズがある

ことがわかった。今後も、開催時期や方法、地域のニーズをふまえた内容となるように工夫

し、地域の人々にとってのもの忘れや認知症に関する相談が身近にできる場として活動を継

続していきたいと考える。  

（文責：秋定真有）  

4．活動の成果 

 昨年度までの課題であった広報活動について、今年度は実習でお世話になっている地区や

地元の広報誌に掲載する等の拡大を図った結果、新たな参加者の増加につながった。また、

それぞれの拠点活動で地域住民のニーズを検討し内容の工夫を凝らした結果、多くの申し込

みがあった拠点活動もあった。さらに、それぞれの拠点活動での参加者アンケートの結果か

らは本活動への満足度が高いことが示されており、中期目標にある「市民との連携・交流

による、地域の保健医療への貢献の推進」という点において、一定の役割を果たせたと考

えている。特に、まちの保健室では、異なる専門性を持つ多くの教員の協力を得て活動を

継続していることからも、地域社会の健康に関する多様なニーズを踏まえた活動ができて

いると評価できる。  

5．今後の課題 

 広報について、一定の効果があったと評価できるものの、さらに効果的な広報や運営方法

について引き続き検討していく。また、活動の報告等を通して広く地域住民にまちの保健室

の活動を知ってもらうという点では課題が残る。これまで長年にわたって継続しておこなっ

てきた本学のまちの保健室活動が地域住民に広く認知してもらえるよう、地域住民のニーズ

に応えられる内容の検討と、活動の周知について引き続き取り組んでいく。  
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Ⅴ 防災減災支援グループ 

災害看護・国際看護学分野 神原  咲子  

１．グループ概要 

 防災減災支援グループは災害や新たな疾病等の健康危機に対する備え、災害時における

福祉避難所の支援などの本学の役割の検討を含め、地域の防災減災活動に資する看護の教

育・研究・実践活動を行うグループとして結成された。2024 年度の主な活動は、災害への

備えとして、兵庫県防災リーダーステップアップ講座、須磨区避難所運営訓練、兵庫県自

治体研修などへの企画、講師派遣やワークショップの企画などで協力し、本学の地域防災・

減災活動における看護対応や新たな地域ニーズを検討した。また、大学都市神戸産官学プ

ラットフォーム事業に参画し、地域の防災・減災に関する人的ネットワークを拡げた。

２．グループメンバー 

リーダー  神原咲子  

メンバー  池田清子、岩本里織、岩本華子、藤永竜太郎、畑中あかね、藤本佳子  

水川真理子、山下正、後藤由紀子  

３．2024 年度の取り組み内容と結果 

（１）大学都市神戸産官学プラットフォーム

「企業、行政、大学、住民が共につくる地域防災」の取り組み 

 本学は 2024 年度より、大学都市神戸産官学プラットフォームの「企業、行政、大学、

住民が共につくる地域防災」事業に参画し、神戸大学、神戸学院大学、神戸松蔭女子学院

大学、兵庫県立大学のほか、企業、行政と連携を行い、地域防災に関する取り組みを行っ

た。今年度は、「つながりから広がる、地域防災の未来」と題したセミナーが 3 回開催さ

れ、本学からは、第１回と第 3 回セミナーに参加した。 

1) 第 1 回セミナー「能登半島地震から次の 30 年を考える」

2024 年 8 月 28 日に、「能登半島地震から、次の 30 年を考える」セミナーに参加した。

第 1 部で、本学を含む 5 大学が、それぞれの専門性を活かした取組みを報告し、本学から

は、本センターの概要紹介や、看護の視点からの地域防災への関与について発表を行っ

た。第 2 部では、金沢大学の能登半島地震後の対応、神戸市の帰宅困難者支援システム、

フェリシモ、ホテルオークラの企業による復興支援の取組み等が紹介され、分野横断的な

連携の重要性が強調された。災害に備えるためには、制度や ICT の整備に加え、地域の多
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様な主体が、“つながる”ことが不可欠であると再認識した。得られた知見を今後の教

育・研究・実践に活かしていきたい。 

2) 第 3 回セミナー「みんなの避難の場～多様性と包摂性を考える～」

2025 年 2 月 26 日に、神戸市立中央区文化センターにおいて、「みんなが避難する場づ

くり」をテーマとし、いつ起こるか分からない南海トラフ巨大地震に備えるために、能登

半島地震被災地でのリアルな対応を地元や神戸市派遣職員の方々から学び、全員で避難所

設営とワークショップに取組みながら、今からできる備えを大学（教員、学生）、企業、

行政、地域住民 50 名で共に考えた。 

第１部のパネルディスカッションでは、地域住民より、マンションでの防災などについ

て質問があり、神戸市中央区の増田区長や須磨区地域協働課の山林氏らと課題と対応策に

ついて話し合った。 

都市で起こる災害の課題としては、日中の人口は夜間人口よりはるかに多く、ひとたび

災害が起こると、街には地域住民のほかに、就労者や、買物客、観光客などの帰宅困難者

で街が溢れかえることが想定される。第 2 部の避難所設営セッション・ワークショップで

は、本学よりそうした帰宅困難者（外国人、高齢者、妊婦）の事例を提示し、それぞれの

立場にたった困りごととその対応について検討した。 

                      

  

   
  

                   
                     

                 

                 
                               

                     

          

                    

                         

                   
                           
                                   

                           

                               

                                 

                                              

  

  

              

                       

         

                 
                       

                    
                       

                 

                         

                
                   

                     

                        

                   

                      

                       

     
     

               

       
           

          
      

    
               

                              

                      

                       

写真  

第 3 回セミナーの様子  
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（２）各種避難防災研修等への協力とニーズ把握

2024 年 8 月 4 日、洲本総合庁舎にて実施された兵庫防災リーダー講座において、「感染

症を含む複合災害における避難生活と公衆衛生」をテーマに講義を担当した。災害と感染

症の同時発生という現実的な課題に対し、避難所における生活支援、公衆衛生管理、心身

のケアを多角的に検討する内容とした。受講者は非常に高い関心と実践的視点を持って議

論に参加しており、地域防災において、看護実践（日常生活援助）と防災の学びが循環す

る機会を重ねていくことが重要であることを理解した。 

2024 年 8 月 4 日、神戸市民総合防災センターにて開催された市民公開講座にて、講師

として登壇した。本講座では、冒頭に豪雨による浸水体験を行い、その臨場感を踏まえた

上で、二次災害のリスクと減災ケアをテーマに構成されたプログラムを展開した。参加者

は 70 名を超え、年齢層も幅広く、防災意識の高い神戸市民が集い、活発な対話と共創が

行われたことは、防災文化が地域に根付いている証と感じた。楽しさと実践性を両立させ

た講座運営を意識しながら、参加者と共に災害に備えるための視点を深める貴重な機会と

なった。今後も市民と共に学び、行動へと繋げる防災教育を継続していきたい。  

2024 年 8 月 17 日、「防災リーダーステップアップ講座」において、兵庫県内の防災

士・防災リーダー計 100 名を対象に終日プログラムを担った。本講座では、午前中に「避

難所・避難生活支援概論」として、避難所・避難生活学会理事らを招き、能登・台湾地震

の事例を生活行動の観点から振り返るとともに、アメリカ、イタリア、台湾の避難制度と

文化の違いを学び、日本の災害救助法と事例の理解を深めた。午後は、避難生活における

課題をロールプレイで掘り下げ、時系列に整理した地域課題を自助・共助・公助に分類

し、行動計画に落とし込む演習を行った。講座には、全盲で防災士活動を行う榊原氏にも

登壇いただき、多様な視点を得る機会ともなった。参加者は阪神淡路大震災以降の実践者

が多く、経験に裏打ちされた議論が交わされ、地域の防災士との協力した今後の訓練と仕

組みづくりに繋げるべき貴重な機会であった。  

写真 防災リーダーステップアップ講座の様子  
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2024 年 10 月 6 日、須磨区板宿小学校にて実施された避難訓練の準備段階から、企画へ

のアドバイスを行い、ミニ講義を行うなど協力した。本訓練では、自宅からの避難を想定

し、ペット同行避難にも対応するなど、実際の災害時に即した内容が盛り込まれた。天ぷ

ら火災のデモンストレーションと消火訓練は消防によって行われ、避難所運営ガイドは冊

子に加え、能登地震支援に携わった自治体職員の実体験を展示という形で共有した。避難

所設営は参加者全員で行い、配慮に関するミニ講義を通じて多様な視点から課題を考察し

た。20 年以上前から福祉防災コミュニティづくりに関わる 90 歳代の参加者も加わり、多

世代による実践的な学びが展開された。最後は一連の活動を動画で振り返り、キッチンカ

ーの食事で締めくくられた。多様な主体の協力のもと、2 時間充実した内容となった。  

2024 年 11 月 17 日西区学園東町小学校の避難訓練に参加した。防災コミュニティの代

表らからニーズを聞き取り意見交換を行い、最後の講評を行った。  

写真 板宿小学校での避難訓練の様子  

（３）その他

2024 年 11 月 30 日に、第 8 回世界災害看護学会を本学で開催し、本学主催で市民向け

ソーシャルプログラムを開いて取り組みを紹介し、近隣地域住民の方々が来場し、防災啓

発や意見交換が行われた。 
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Ⅵ 在宅ケア支援グループ 

１．グループ概要 

 在宅ケア支援グループは、在宅サービス提供者への支援を目指して活動しており、2021

年度から 2022 年度まで神戸市健康局の委託事業を中心に行ってきた。神戸市の委託は、

当初、①兵庫県訪問看護ステーション連絡協議会等との協働による感染症防止対策や、患

者や家族へのケアを提供する体制づくりに関する研修の実施及びマニュアル・教育動画の

作成、②多職種連携会議や事例検討会の開催支援、③医療介護従事者を対象とする個別相

談窓口の開設となっていた。その後、神戸市と協議を重ねた結果、2021 年度の事業とし

て、①訪問看護ステーション連絡協議会等との協働による研修事業、②オンラインを使用

した多職種による退院時協働指導モデルの検討、③COVID-19 禍における神戸市訪問看護

事業所調査を実施することになった。2022 年度は、継続の必要性がある 2 研修と、2021

年度調査の結果にもとづき必要が生じた 1 研修を、神戸市内訪問看護事業所または在宅療

養を支援する事業所へ提供した。  

2023 年度は、訪問看護ステーション BCP 策定過程講演会、在宅療養者の精神状態のア

セスメント研修、外国人の在宅療養時の意思決定の支援方法を学ぶ研修の 3 事業、および

訪問看護師を支援する研修内容の検討をするために、2023 年度  ななーる訪問看護研究助

成金を獲得した。2024 年度は、「研修 2 事業」および研究助成による調査結果の報告をす

る。

２．グループメンバー 

リーダー 片倉直子

メンバー 船越明子、片山修、丸尾智実、水川真理子、大瓦直子、中川恵津子

３． 研修事業 

（１）これで良いのか、睡眠薬・抗不安薬

～在宅療養者のベンゾジアゼピン系薬剤の使用を考える～

  精神看護学分野 船越 明子 

1）背景

不安や不眠などの症状があり抗不安薬・睡眠薬が処方されている在宅療養者は多い。し

かし、ベンゾジアゼピン系薬剤の長期服用は、身体依存や副作用が出現したり、中止によ

る離脱症状が生じたりすることがあるため、漫然とした継続投与による長期使用を避ける

ために 2018 年に処方制限が強化された。療養者にあった適切な薬物療法が実施されるた
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めに、訪問看護師は在宅療養者の不安や不眠の症状や薬効・副作用を正確にアセスメント

する能力が求められる。 

2）事業内容・経過

本研修では、不安・不眠の症状がある在宅療養者に使用される睡眠薬や抗不安薬につい

て、症状管理、薬効・副作用のアセスメント、適切な使用についての基礎的な知識を身に

つけることを目的としたオンライン研修を実施した。研修の到達目標は、以下の２点であ

る。 

・薬物療法が必要な不安・不眠の症状を理解することができる。

・抗不安薬を内服している在宅療養者の症状をアセスメントする際のポイントを理解す

ることができる。

日時と講師は以下の通りである。 

日時：2024 年 10 月 19 日（土） 14:00-16:00  

講師：中村友喜先生（三重県立こころの医療センター 診療技術部 薬剤室 室長） 

著書に、「ゆるりとはじめる精神科の 1 冊目 病気がわかる くすりがわかる 

（じほう, 2021 年）」。 

方法：ZOOM によるリアルタイムのオンライン研修 

3) 業務成果・実績

①研修参加者の状況およびアンケート回答者

本研修は訪問看護ステーションやクリニックなどに勤務するスタッフを対象として参加

者を募集した。事前参加申し込みは 83 人で、当日は 49 人が参加した。研修後に実施した

アンケートの回答者は 39 人（回答率：79.6%）であった。

回答者の所属勤務先所在地域は、「神戸市内」が 18 人（46.2%）、「神戸市以外の兵庫県内」

が 19 人（48.7％）、「兵庫県外」が 2 人（5.1％）であった（図 1）。 

図 1 勤務先所在地域  
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所属施設は、「訪問看護ステーション」が 22 人（56.4%）と最も多く、次いで「教育機関」

が 7 人（17.9%）、「病院」が 6 人（15.4%）、「介護福祉施設」が 4 人（10.3%）であった（図

2）。 

職種は、「看護師」36 人（92.3％）、「保健師」2 人（5.1%）、「助産師」1 人（2.6％）であ

った（図 3）。精神科訪問看護を「行っている」は 18 人（46.2％）、「行っていない」が 21

人（53.8％）であった（図 4）。訪問看護の経験年数は「10 年以上」が 14 人（36.0％）、「5

年以上 10 年未満」が 3 人（7.7％）、「3 年以上 5 年未満」が 2 人（5.1%）、「3 年未満」7 人

（17.9%）、「経験なし」13 人（33.3%）であった（図 5）。 

図 2 所属施設  

図 3 職種 図 4 精神科訪問看護の実践  
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②参加理由・参加後の意見や感想

研修参加の理由は、「テーマに興味

があったから」28 人（71.8％）、「実際

に活用できると思ったから」 10 人

（ 25.6％）、「無料だったから」 1 人

（2.6％）であった（図 6）。 

研修前の期待度は、「とても期待し

ていた」が 17 人（43.6%）、「期待して

いた」が 21 人（53.8%）、「あまり期待

していなかった」が 1 人（2.6%）であ

った（図 7）。 

研修の満足度は「大変満足できた」

13 人（33.3％）、「満足できた」25 人

（64.1％）で、満足できた理由として、

「薬の専門家である薬剤師の先生か

らの講義であり、睡眠薬や抗不安薬の

適応やアセスメントを専門家の視点

から知れたから」や、「ポリファーマシ

ーで薬剤調整に悩んでいる利用者様

や薬を飲んでも眠れない利用様がい

たため、アドバイスや提案するのに今

回の内容が活かされると感じたか

ら」などが挙げられた。「あまり満

足できなかった」の 1 人（2.6％） 

図 5 訪問看護の経験年数  

図 6 研修参加理由  

図 7 研修前の期待度  

% 
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は、「自分が精神科は超初学者であるため、少し難しかった」という意見であった（図 8）。 

研修内容の活用は、「大変参考になる」10 人（25.6％）、「参考になる」28 人（71.8％）

で、「ベンゾジアゼピン系の抗不安薬や睡眠薬を内服しておられる利用者様に対しどのよ

うな視点で観察をし、ケアにつなげていけるか考えるきっかけとなった」などの感想が寄

せられた。「あまり参考にならない」の 1 人（2.6％）は、その理由を「研修の内容ほど専

門的に薬剤の調整を担ってもらえそうな医師との連携がない」と回答した（図 9）。 

③今後の要望

今後の大学への要望について、「精神科訪問看護での内服管理のポイント等を学びたい」

や「精神科訪問看護の特徴を学びたい」、「困難事例の対応について学びたい」などの意見

が寄せられた。 

（２）医療的ケアが必要なこどもを地域で支えよう～訪問看護は何をしてくれるの？～

在宅看護学分野 片倉 直子 

1）背景

医療技術の進歩等を背景として、NICU 等に長期間入院した後、退院後も引き続き人工

呼吸器や胃ろう等を使用し、痰の吸引や経管栄養などの医療的ケアが必要な障がい児（医

療的ケア児）等が増加している。こうした状況を踏まえ、医療的ケア児等が地域において

必要な支援を受けながら安心して生活し続けることができるよう、それらを支援する者を

養成するため、国が定めるカリキュラムに基づく研修を実施している。  

ただ、どのような医療的ケア児が訪問看護を受けているのか、また医療的ケア児への訪

問看護に必要な準備など、わかりにくいことも多いと考えられる。医療的ケア児のケアを

図 8 研修の満足度  図 9 研修の活用度  
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している家族の中には、訪問看護が何をしてくれるのか、どの時期に依頼したらよいか十

分知らないことが考えられる。  

2）事業内容・経過

実際に、医療的ケア児に訪問看護を専門的に提供している訪問看護事業所の管理者が、

訪問看護を受けている医療的ケア児の実際と、提供している看護の内容を、具体的に紹介

する研修を企画・実施した。この研修により、訪問看護やサービスを提供するその他の専

門職は、医療的ケア児への訪問看護内容を具体的に理解し活用することができ、医療的ケ

ア児の家族などは社会資源としての訪問看護を知るきっかけとなることを期待した。

日時：2025 年 2 月 15 日（土）14：00～16：00  

方法：ZOOM によるオンラインライブ研修  

講師：萩岡あかね先生（ありす訪問看護神戸ステーション管理者  小児看護専門看護師）  

3）業務成果・実績

①研修参加者の状況および研修後アンケート回答者

本研修は、訪問看護事業所の看護師・リハビリテーション従事者、医療的ケア児への支

援を考えている事業者、小児科の病院看護師、訪問看護の利用を検討中の方、医療的ケア

児への支援に関心がある専門職・行政学校関係者・ご家族・看護学生等を対象として参加

を募集した。 

事前参加申込みは 84 人、当日の参加は 58 人であった。参加者の勤務先所在地域は兵庫

県内が 42 人（72.5%）で、内訳は神戸市が 25 人（43.1%）と最も多く、次いで阪神南が 8

人（13.8%）、西播磨が 4 人（6.9%）、東播磨と但馬がそれぞれ 2 人（3.5%）、阪神北が 1 人

（1.7%）であった。兵庫県外の参加者は 12 人(20.7%)で、関西近府県の他北海道、北陸、

関東、四国、九州地区からも参加があった（表 1）。 

参加者の所属機関は、医療機関（病院、クリニック、訪問看護ステーション、助産院）、

教育機関（支援学校、小学校、大学）、保育機関（こども園、保育園）、行政機関（健康福

祉事務所、教育委員会）、職能団体など、多岐にわたった。 

研修後に実施したアンケートの回答者は 34 人（回答率:58.6%）で、回答者の勤務先所在

地域は「神戸市内」が 14 人（41.2%）、「神戸市以外の兵庫県内」が 10 人（29.4％）、「兵庫

県外」が 10 人（29.4％）であった（図 1）。 

アンケート回答者の所属機関は、医療機関（病院）と教育機関（大学、専門学校）がそ

れぞれ 7 人（20.6%）と最も多く、次いで、訪問看護ステーションが 6 人（17.6%）、教育機

関（小/中/高/支援学校）が 5 人（14.7%）、保育機関（保育園、幼稚園、こども園、デイサ

ービス）が 4 人(11.8%)、行政機関が 3 人（8.8%）、その他が 2 人（5.9%）で、その他の内

訳は職能団体と助産所であった（図 2）。 
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図 2 アンケート回答者の主な所属機関 

人数 ％

兵庫県内 42 72.5

神戸 25 43.1

阪神北 1 1.7

阪神南 8 13.8

東播磨 2 3.5

西播磨 4 6.9

但馬 2 3.5

兵庫県外 12 20.7

北海道 1 1.7

新潟 2 3.5

東京 1 1.7

神奈川 1 1.7

石川 1 1.7

大阪 2 3.5

京都 1 1.7

奈良 1 1.7

香川 1 1.7

福岡 1 1.7

不明 4 6.9

計 58 100.0

図 1 アンケート回答者の勤務先所在地域  

表 1 参加者の勤務先所在地域  
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回答者の主な職種は、「看護師」が最も多く 18 人（53.0％）、次いで「助産師」と「教員」

がそれぞれ 4 人（11.8%）、「保健師」と「理学療法士」がそれぞれ 2 人（5.9%）、「社会福祉

士・精神保健福祉士」、「栄養士」、「法人理事」、「学生」がそれぞれ 1 人（2.9％）であった

（図 3）。 

図 3 アンケート回答者の主な職種 

訪問看護の経験年数は「10 年以上」が 1 人（2.9％）、「5 年以上 10 年未満」と「3 年以

上 5 年未満」がそれぞれ 3 人（8.8%）、「3 年未満」2 人（5.9%）、「該当（経験）なし」25 人

（73.6%）であった（図 4）。 

図 4 アンケート回答者の訪問看護の経験年数 

% 
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回答者と医療的ケアが必要なこどもとの関わりは、「医療機関で実際にケアをしてい

る」が 7 人（20.6％）、「訪問看護で実際にケアをしている」が 3 人（8.8％）、「学校で実

際にケアをしている」が 4 人（11.8％）、「保育機関で実際にケアをしている」が 3 人

（8.8%）、「行政機関などで制度づくりや環境整備をしている」が 3 人（8.8%）、「その他

の活動（医療的ケア児コーディネーター・子育てサークル協働主催など）で関わってい

る」が 5 人（14.7%）、「現在関わりがない」が 2 人（5.9%）、「今後ケアをしたいと思って

いる」が 7 人（20.6%）であった（図 5）。 

図 5 アンケート回答者の医療的ケア児との関わり 

②参加理由・参加後の意見や感想

研修参加の理由は、「テーマに興味があったから」31 人（91.2％）、「実際に活用できる

と思ったから」3 人（8.8％）であり、研修のテーマに高い関心をもつ参加者が多かった

ことが窺えた（図 6）。研修前の期待度は「とても期待していた」が 16 人（47.1%）、「期

待していた」が 18 人（52.9%）であった（図 7）。 

% 

図 6 研修参加理由  図 7 研修前の期待度  

% 
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研修の満足度は「大変満足できた」15 人（44.2％）、「満足できた」18 人（52.9％）で、

満足した理由は、「病院で子どもたちをケアする看護師として、地域との連携のために必

要な視点が得られた（病院:看護師）」や、「退院時にどんな情報を病院から得たら良いの

か、他機関の名称やどんな役割か、どんな連携をしたら良いのかを知ることができた。

また事例から様々なケースに対し、実際に行った対応や結果を伺うことで、訪問看護で

すぐ生かせそうな内容だった（訪問看護ステーション:看護師）」などが挙げられた。「あ

まり満足できなかった」の 1 人（2.9％）は、「小児看護について看護目標に対する具体

的な関わりについて理論をもとに紹介頂ければ良かった」という意見であった（図 8）。 

研修内容の活用は、「大変参考になる」15 人（44.1％）、「参考になる」19 人（55.9％）

で、「特別支援学校で医療的ケアが必要な子供たちに携わっているが、こどもたちの自宅で

の生活の様子、家族の悩みや不安、また訪問看護師や他の関係機関がどのように関わって

いるか等をイメージすることができた（支援学校：看護師）」や、「現在勤務している事業

所を利用する児童をみる視点や、訪問看護や学校と連携していく中でどのように関わって

いけばいいかがわかり、学びを活かせていきたいと思った（保育機関：看護師）」などの感

想が寄せられた（図 9）。 

③今後の本学への要望

「在宅ケアに関するネットワークづくりの支援」「医療的ケア児の支援や多職種協働へ

の取り組み・家族の支援」「事例検討会の開催」等の要望が寄せられた。 

図 8 研修の満足度  図 9 研修の活用度  
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（３）訪問看護師を支援する研修内容の検討

在宅看護学分野 丸尾 智実 

1）背景

急速な少子高齢化を背景に、地域包括ケアシステムの推進が求められており、その中で

訪問看護師が果たす役割が期待されている。一方で、訪問看護師の離職率は病院よりも高

いことが指摘されており、訪問看護師の定着に向けた支援が必要であると考えられる。ま

た、開設期間が長く常勤換算看護職員数が多い訪問看護ステーションでは新規採用者への

教育体制が充実している一方で、そうでない訪問看護ステーションへの教育支援の必要性

も指摘されている。  

 このような背景を踏まえ、病院等での勤務経験の後、訪問看護ステーションで勤務する

訪問看護師（以下、新任訪問看護師）を対象とした訪問看護実践力向上プログラムを開発

することを目的に研究に取り組むことにした。また、研究をおこなうために、2023 年度に

ななーる訪問看護研究助成プロジェクトに応募して、採択された。  

2）事業内容・経過

今年度は、ななーる訪問看護研究助成プロジェクト助成金を活用して、訪問看護ステー

ション（以下、訪看 ST ）の管理者が新任訪問看護師に獲得を期待する入職後 1 年間の訪

問看護実践力を明らかにすることを目的に研究に取り組んだ。

研究デザインは、半構造化インタビューを用いた質的記述的研究とし、研究参加者

は、新任訪問看護師を採用した経験のある管理者経験 5 年以上の訪看 ST の管理者 5 名と

した。主なインタビューの内容は、新任訪問看護師に獲得を期待する入職後 1 年間の訪

問看護実践力とし、分析は、研究参加者の許可を得てインタビュー内容を IC レコーダー

に録音して逐語録を作成し、コード化、カテゴリ化をした。  

3）事業成果・実績

研究の結果、訪看 ST の管理者が新任訪問看護師に獲得を期待する入職後 1 年間の訪問

看護実践力には、【訪問看護に必要な対人スキルと初めての在宅でのルールへの適応力】

や【訪問看護制度や社会資源に関する基礎的な知識力】、【対象者に合わせて日常的な看

護技術を提供する力】等の 10 の実践力が抽出された。  

なお、本研究の結果は、第 30 回日本在宅ケア学会で発表する予定である。  

4）来年度の展望

本研究の成果を用いた新任訪問看護師を対象とした研修プログラムの開発に向けて、引

き続き検討していく。  
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Ⅶ オンライン看護相談グループ 

いちかんダイバーシティ看護開発センター  水川 真理子 

公衆衛生看護学分野   岩本 里織 

１．グループの概要 

いちかんダイバーシティ看護開発センターの健康支援グループは、2021 年度に神戸市か

らの委託を受け、「オンライン健康相談(看護相談）」事業と「オンラインナーシングによる

慢性疾患重症化予防」事業を担いプログラムやシステムの開発と展開を行った。委託期間

を終えた 2023 年度からは大学の事業として、オンラインを活用した看護を継続している。 

コロナ禍において、地域住民は、受診や健康診断、訪問・通所サービスなどを控える傾

向があり、慢性疾患の重症化や、介護負担の増加、子育て期の母親のストレスの増加など

さまざまな健康課題を抱えていた。本学は、コロナ禍における地域貢献活動として、2020

年度に、オンライン保育やオンラインもの忘れ看護相談などを開催し、 ICT を用いた看護

の展開をいち早く取り入れてきた。2021 年度からは、神戸市の委託事業の一環として、ICT

を用いた看護を開発・展開し、2023 年度からは、大学の事業として活動を継続している。

ポストコロナの時代においても医療アクセスの改善手法である遠隔医療の普及や発展は欠

かせない。デジタル化社会の中で看護が果たせる役割を明らかにするために、オンライン

を活用した看護技術の開発と展開を行いその効果を検証する。  

２．オンライン健康相談(看護相談)班メンバー 

リーダー  岩本里織  

メンバー  坪井桂子、林千冬、井上理絵、片山修、畑中あかね、水川真理子、  

山下正、藤本佳子、遠藤真澄、関口瑛里、山田暢子、勝田玲子  

３．オンライン健康相談（看護相談）の実績 

（１）事業概要

2020 年 2 月頃からの新型コロナウイルス感染症(以下、コロナ)の大流行により、人々は

医療機関・介護施設への通院・通所を控え、健康支援・地域連携活動、医療講演会や患者

同士の情報交換・経験交流を行う患者の会、子育て支援サークルなど、地域福祉において

重要な役割を担っていた活動が困難となり、病状の重症化や介護度の重度化、漠然とした

不安の増大、コミュニケーション不足による孤立化など、健康リスクの増大が生じた。2023

年 5 月にはコロナは 5 類感染症に移行し、人々の生活はコロナ前に戻ってきているが、コ
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ロナ禍で制限された生活様式による健康への影響は遷延したり、遅延して発現したりする

ことも予測される。  

コロナの流行によって、人々の ICT（情報通信技術）の利用状況は増大し、オンライン

による医療機関の診療などが行われたり、オンライン会議の開催など多様な場面において、

ICT が活用されるようになってきた。スマートフォンの所有率は 79.7%（令和 2 年通信利

用動向調査／世帯構成員層、総務省）であり、これは 13 歳から 50 歳代は 90%以上である

が、60 歳代 79.5%、70 歳代 48.4％である。一方、インターネットの利用率も 83.4%であり

（令和 3 年版情報通信白書、総務省）、13 歳から 50 歳代では 90%以上、60 歳代 82.7％、

70 歳代 59.6%である。このように多様な世代が、 ICT の活用をしている。  

以上のような、市民のコロナの影響による健康リスクの増大に対応するために、オンラ

インを活用して自宅に居ながらでも気軽に健康に関して看護専門家に相談できるオンライ

ン健康（看護）相談を、2021 年度から開設し、2025 年 3 月現在まで継続実施している。本

事業は、オンライン掲示板による相談システムを開発・運用し、市民への相談に応えると

ともに、神戸市民の健康相談へのニーズを把握し、看護相談システムの評価を行うことを

目的としている。健康支援グループのオンライン看護相談班の看護教員が、健康に関する

悩みや不安などの相談に応じることで、疾病予防や、子育て、介護の負担感の軽減につな

がると考える。

（２）2024 年度の主な活動

2024 年度には、2021 年度に構築したオンライン健康 (相談)の周知の拡大を目指して活動

した。学内外の地域住民向けイベントや、西区・須磨区実習ボランティアの方へのチラシ

配布などを行った。また、KOBE スマートシティ推進コンソーシアムに参画し、神戸市の政

策課題に関する情報交換と検討を行っている。 

参考：オンライン看護相談のチラシ 
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（３）相談実績

１）相談実績

2021 年 12 月から健康相談（看護相談）を実施している。2024 年 4 月から 2025 年 3 月ま

での相談人数は 9 人で延べ相談件数は 16 件で、一度相談した方が繰り返し利用されるこ

とが多かった。相談実績を表 1 に示す。 

表 1  令和 6（2024）年度オンライン健康相談（看護相談）実績 

２）相談者の概要

 相談者の概要を表 2 に示す。2024 年 4 月から 2025 年 3 月までの相談者の総数は 9 人で、

性別は、男性が 5 人（55.6％）、女性が 4 人（44.4％）であった。2024 年度の相談者の年代

は、50 歳代が 3 人（33.4%）と最も多く、次いで 30 歳代 2 人（22.2％）、20 歳未満、20 歳

代、50 歳代、70 歳代がそれぞれ 1 人（11.1％）で、40 歳代以外の各世代から相談があっ

た。居住地別では大学が所在する西区が 5 人（55.6％）と最も多く、次いで東灘区が 2 人

（22.2％）で、兵庫区と神戸市以外からの相談者がそれぞれ 1 人（11.1％）であった。  

新規登録 相談者数 相談件数 終了者数 終了件数 継続者数 継続件数

4月 1 1 1 2 2 7 7

５月 0 0 0 3 3 4 4

６月 0 1 2 2 3 3 3

7月 1 2 2 2 2 3 3

8月 0 0 0 1 1 1 1

9月 1 2 2 2 2 1 1

10月 1 1 1 1 1 1 1

11月 1 3 4 2 3 2 2

12月 1 1 1 1 1 2 2

1月 0 0 0 0 0 2 2

2月 0 0 0 0 0 2 2

3月 2 3 3 2 2 3 3

相談受付
新　規 終　了 継　続　中
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表 2 相談者の概要 

人 % 人 % 人 % 人 %

男性 5 45.5 5 31.3 1 6.7 5 55.6

女性 6 54.5 11 68.8 14 93.3 4 44.4

計 11 100.0 16 100.0 15 100.0 9 100.0

2024年度
性別

2021年度 2022年度 2023年度

相談者の年代

人 % 人 % 人 % 人 %

70－79歳 0 0.0 2 12.5 2 13.3 1 11.1

60－69歳 1 9.1 4 25.0 3 20.1 1 11.1

50－59歳 4 36.3 3 18.8 1 6.7 3 33.4

40－49歳 2 18.2 4 25.0 2 13.3 0 0.0

30－39歳 2 18.2 2 12.5 2 13.3 2 22.2

20－29歳 1 9.1 1 6.2 5 33.3 1 11.1

20歳未満 1 9.1 0 0.0 0 0.0 1 11.1

計 11 100.0 16 100.0 15 100.0 9 100.0

2024年度2021年度 2022年度 2023年度
年代

人 % 人 % 人 % 人 %

西区 4 36.4 5 31.2 4 26.7 5 55.6

東灘区 3 27.2 5 31.2 1 6.7 2 22.2

長田区 0 0.0 1 6.3 1 6.7 0 0.0

中央区 1 9.1 2 12.4 1 6.7 0 0.0

垂水区 1 9.1 0 0.0 1 6.7 0 0.0

兵庫区 1 9.1 1 6.3 0 0.0 1 11.1

須磨区 0 0.0 1 6.3 2 13.3 0 0.0

灘区 0 0.0 1 6.3 3 19.9 0 0.0

その他 1 9.1 0 0.0 2 13.3 1 11.1

計 11 100.0 16 100.0 15 100.0 9 100.0

2024年度

相談者の居住地

2023年度2022年度2021年度
地区
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３）相談内容

相談内容を表 3 に示す。相談内容は、「病気や受診などに関する相談」が 11 件（68.7％）

と最も多く、次いで「こころの悩みに関する相談」が 2 件（12.4％）、「健康づくりや健康

に関する相談」が 1 件（6.3％）、「介護予防・介護・認知症などに関する相談」が 1 件（6.3％）、

「子育てや妊娠などに関する相談」が 1 件（6.3％）、「その他」が 1 件（6.3％）であった。  

相談内容をみると、例年どおり、医療機関への受診に関する相談が最も多く、症状があ

るが医療機関を受診した方が良いか、受診するなら何科が良いか」という相談の他に、す

でに医療機関に受診して処方されたが、症状が継続していることに対し、その対応や医療

機関の受診の必要性について判断を求める相談がみられた。一方で、メンタルヘルスに関

する相談は 2 件、健康づくりや、認知症予防、子育て、メンタルヘルスに関する相談はそ

れぞれ 1 件ずつに留まった。相談件数は、微減しているものの、相談内容が深刻なものが

多くなっており、時間をかけて丁寧に対応を行っている。  

表 3 相談内容 

（４）相談者のアンケート結果

相談件数 16 件のうち、アンケートに回答したのは 9 件（56.3%）と半数であった。オン

ライン看護相談について知った理由は、インターネット検索が 7 件(77.8%)、ちらし、広報

がそれぞれ 1 件（11.1%）であった。

オンライン相談を利用した動機は（複数回答式）、「オンラインで気軽に相談できるから」

「匿人で相談できるから」、「看護大学が実施しているため信頼できるから」がそれぞれ 6

件（66.7%）、「無料だから」、「他に相談できるところがなかった」がそれぞれ 4 件（44.4％）

であった。利用者は、オンラインで気軽に相談できるという利便性を感じていること、匿

人性や看護大学が実施しており信頼できることなどから相談につながっているようである。 

相談により課題解決や示唆が得られたかについての問いは、全員が「得られた」か「ま

あ得られた」と回答した。オンライン健康相談を再度利用する可能性は全員があると回答

し、オンライン看護相談の回答者の対応は全員が良いと回答した。  

オンライン看護相談に対する満足度（10 段階）は、最も高い「10」が 4 件（44.4％）、「9」

が 1 件（11.2%）、「8」が 4 件（44.4％）で非常に満足度が高かった。  

以上の結果より、オンライン看護相談を活用した者にとって、相談者のニーズにあった

相談内容

件 % 件 % 件 % 件 %

6 42.9 11 50.0 11 57.9 11 68.7

4 28.6 6 27.3 3 15.8 1 6.3

2 14.3 3 13.6 2 10.5 2 12.4

介護予防・介護・認知症などに関する相談 0 0.0 1 4.5 0 0.0 1 6.3

0 0.0 1 4.5 2 10.5 1 6.3

感染症（新型コロナ/海外渡航関連感染症） 2 14.3 0 0.0 1 5.3 0 0.0

計 14 100.0 22 100.0 19 100.0 19 100.0

相談内容
2024年度

健康づくりや健康に関する相談

こころの悩みに関する相談

子育てや妊娠などに関する相談

病気や受診などに関する相談

2021年度 2023年度2022年度
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回答ができており、課題の解決につながる満足度の高い相談ができていたと考える。  

（５）まとめと今後の展望

 2021 年 12 月から 2025 年 3 月現在、オンライン看護相談を継続実施している。2024 年

度の相談件数は前年度までと比べて横ばいであったが、利用者数は減少した。西区を中心

に大規模にチラシを配布した後など PR 後には相談がみられていたが、今年度の相談者数

の伸びはみられなかった。今後は西区以外の広報の拡大を検討し、相談したくても相談先

が分からないといった声に届くような工夫が必要である。  

オンライン看護相談の利用者については、非常に高い満足感が得られていると考えられ

る。一度相談をされた方は、何度も相談を繰り返される方も複数おられ、健康に関するち

ょっとした悩みを気軽に相談できる場として活用していただいているようである。  

オンラインの相談の場の意義としては、市民がちょっとしたことだが気になっている健

康の疑問を相談し早期の受診に繋がっていること、あるいは疑問を相談し回答により解決

している場合もある。また医療を既に受けているがそれを補佐する情報を得たいと思い相

談している場合もある。いずれにしても、市民の健康の保持増進や、疾病の早期発見など

に繋がっていると考えられる。  

オンライン相談の場としての有効性は高いものの、課題としては、相談数の少なさであ

る。匿人で無料、オンラインで活用できる本相談は、医療や保健へのアクセスが難しい層

（例えば、無職者、自営業者、フリーターなど）が、相談しやすい場ともいえると考える。

そのような方々へオンライン看護相談に関する情報が行き届く方策を検討していきたい。  

 今後のオンライン看護相談の発展としては、市民がより簡易に相談ができる場として、

周知していくことを検討していきたい。  
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Ⅷ リカレント/臨床連携グループ 

小児看護学分野 二宮 啓子 

１．  グループ概要 

本グループは、看護職のリカレント教育と臨床看護職との連携を担当している。  

リカレント教育は 2022 年度から実施している。

２．グループメンバー 

リーダー 二宮啓子

メンバー 池田清子、澁谷幸、高山良子、内山孝子、岩井詠美、山本陽子、佐藤智夫、

丸尾智実、畑中あかね、後藤由紀子、水川真理子、新澤由佳、石橋信江  

３．2024 年度の活動内容及び結果 

（１）  看護専門職講座

2024 年度看護専門職講座「今、看護に必要なこと～92 歳現役看護師からのメッセージ～

（講師：川嶋みどり氏）」を 11 月 7 日（土）に開催し、看護職者等 257 名が参加した。ア

ンケートの回収数（率）は、157 名（61.1％）であった。参加者の満足度は、とても満足し

た（87％）とまあまあ満足した（12％）を合わせて 99％であった。自由記載では、満足し

た理由として、「看護の力／本質／原点／魅力等を再認識した」、「今後のモチベーションに

なった」、「看護への熱意に感銘を受けた」、「触れるケア（て・あーて）手の重要性を再認

識した」「わかりやすく貴重なよいお話が聴けた」等であった。また、役に立ったことや役

立ちそうなこととして、「看護の原点を忘れず看護の力を信じ発揮したい」、「手による触れ

るケアを実践する」、「気持ちの良いケアを実践する」「日常生活援助や生活に寄り添った看

護を実践する」「人間の尊厳／その人らしく生きる支援をする」「看護教育に活かしたい」

等で、好評であった。

（２）  兵庫県看護協会と連携した新人看護師育成に関する支援

2024 年度は兵庫県看護協会を介しての新人看護師教育の支援依頼はなかった。  

（３）  神戸市民病院機構と本学の相互連携システム構築の促進

西神戸医療センターの 2024 年度看護職員研修への支援として、4 月、5 月、8 月（2

回）、10 月の計 5 回の本学実習室（Ⅲ、Ⅳ）の貸し出し、事前打ち合わせや会場・物品の

手配を行った。受講生・指導担当者から、「大学の実習室は病室の環境のようで臨場感が
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あった」や「病院から離れて別の場所で研修することで研修に集中できた」等の感想を頂

いた。  

市民病院機構の看護部長、教育担当副部長と本学教授との会議を 5 月・9 月・11 月にオ

ンラインで開催し、卒業生の適応状況や看護職者の大学院進学状況等の情報共有を行うと

ともに、大学に対する各病院のニーズを把握し人事交流の方法を探ったが、具体的な検討

までには至らなかった。  

また、神戸市立病院紀要の編集委員として、編集委員会（12 月 18 日）に出席した。  

看護系教員の臨床研修制度の利用者はいなかった。教員の欠員や休職者が複数人いたこ

とから、利用者を増やすことはできなかった。  

（４）リカレント教育

プログラムのテーマは「きらり、看護の魅力を再発見」、プログラムの構成は必須 1 科

目、選択 7 科目とした。また、持続可能なプログラムを目指し今年から有料化（8000 円）

した。募集 20 名に対し受講生 19 名であった。受講生は平均年齢 41 歳（24～60 歳）、市内

在住 78％、就業先が市内 73％、正規就業 58％、勤務先が病院 58％、半年以内あるいはい

つか転職希望が 47％であった。今年は、12 月に入りインフルエンザや COVID-19 等の感染

症の流行があったためプログラムの後半では欠席せざるを得ない方もおられた。 

今年の修校式はハイブリッドで開催したが、教室の参加者とオンラインでの参加者同志

がつながり、心温まる時間となった。 

＜成果＞ 

受講後のアンケート(回答者 6 名）では、「転職・就職への意欲向上につながった・看護

への自信につながりましたか」の質問への回答が〔大変そう思う・そう思う〕あわせて 100％

であった。自由記載では「いろいろな分野の看護の仕事をしてみたいと思うようになった」

という就職や転職への思いの変化や「自信のない科目も理解できた」「実技もあり受講生同

志でディスカッションできたので、自分 1 人でもやってみたい」など看護への自信が高ま

ったこと、さらに「やっぱり看護っておもしろい！看護の力は無限と思えた」と看護への

やりがいを再発見する経験をされていたことがわかった。また、非正規雇用、休職中（2 名）

の方がハローワークや転職・就職サイトへの登録を行っていたことから本プログラムの受

講が転職や就職のきっかけになっていたと考えている。 

＜課題＞ 

今後の課題としては、引き続き、１）受講生が働きながら学べるよう時間割や方法を工

夫すること、２）転職・就職を含めた受講生のキャリア支援を継続する機会を設けること、

３）リカレント教育を持続可能なプログラムにするための有料化の方法を検討することで

ある。 
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Ⅸ 国際交流グループ 

災害看護・国際看護学分野  神原咲子 

急性看護学分野  森山美香 

１．  グループ概要 

国際交流グループは、学術協定や海外の大学との交流等の企画・運営を担当している。 

学術協定については、今年度はベトナム・ダナン大学との学術協定（MOU）の更新、

台湾・台北護理健康大学との MOU を締結し、連携校が増えた。「海外看護学研修」につい

ては、本学と学術協定を締結している米国ワシントン大学（シアトル）において、2 週間

のプログラムで学生らが現地に赴いて見学・視察や語学研修、看護演習を含めて自分の目

で見たり聞いたり触れたりするという形で海外を経験することができた。危機管理マニュ

アルの見直しを昨年度に続き行った。一方、ベトナム・ダナン大学については、昨年度に

引き続き、オンラインセミナーという形で実施した。コロナ禍を経てもオンライン形式の

ニーズがあり、オンラインとオフラインでの授業での国際交流、課外の English Extra 、

海外大学の講師による講演、外国人留学生の受け入れ体制整備などを含めた多様な国際交

流を展開できた。

以下に、2024 年度国際交流グループの活動の詳細を報告する。 

２．グループメンバー 

リーダー  神原咲子、森山美香 

メンバー  髙木廣文、林 千冬、山内理惠、クロスビ・アダム、佐藤隆平、神谷訓康、

城田純平、田中晴佳、井上理絵、水川真理子、藤本佳子、樋口佳耶 

３．今年度の実施内容及び実施結果  

（１）学術協定の更新手続きとあらたな協定に向けた活動

 本学の学術協定（MOU）提携校の一つであるベトナム・ダナン大学との協定を 2025 年 3

月に更新した。 

 台湾・台北護理健康大学と MOU を 2024 年 9 月にオンラインにて締結し、次年度は台北

護理健康大学で開催されるサマーセミナーへの参加を計画した。 

 英国・ダービー大学との協定と学術交流に向けて、オンライン及び対面にて議論を実施

した。MOU の締結および 2025 年度の共同研究の実施について審議が進み、承認された。 

 韓国・大邱保健大学との MOU の締結については、2024 年 12 月 16 日に本学へ学生 20 名

と教員 5 名（看護学科の教員はなし）が来学された際に、教育の現状や大学経営に関する

情報交換を行い、次年度以降に具体的な内容を検討することとなった。 
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写真 台湾・台北護理健康大学とのオンラインによる MOU 締結式 

（２）ベトナム・ダナン大学とのオンライン交流会

2025 年 1 月 6 日、神戸市看護大学（KCCN）はダナン大学（UD）と、「プラネタリー

ヘルスとウェルビーイング」をテーマにオンラインセミナーを開催した。このセミナーに

は、両大学の教員や学生など約 130 名が参加し、人間の健康と地球の健康のつながりに焦

点を当てながら、世界的に重要な環境問題や健康課題について議論を行った。セミナーで

は、両大学の学生と教員が、気候変動や環境の持続可能性、それらが人々や看護に与える

影響といったテーマについて発表を行った。発表では、環境、社会、医療の観点を統合し

た幅広いアプローチで健康問題への取り組みの必要性が示された。また、環境破壊がもた

らす健康リスクを軽減するための新しいアイデアや方法が紹介され、看護師がこれらの課

題にどのように貢献できるかについての発表があった。各発表後には質疑応答が行われ、

学生間での意見交換も行った。このセミナーは両大学の研究、教育プロジェクト、学生交

流を通じた継続的な連携の一貫であり、本学とダナン大学のより強固な関係構築に向けた

重要な一歩となり、両機関の今後の協力をさらに促進する基盤を築き、今後の協力関係を

さらに発展させることが期待される。 

（３）企業との連携

2023 年度に関東中部ブロックで災害派遣医療チーム(Disaster Medical Assistance Team: 

DMAT)訓練で遠隔災害トライアルを実施した結果を踏まえて、2024 年度は改善点につい

て Vittars 社（旧 T-ICU）と検討した。また、2025 年度の研究計画書の作成に向けて、今

年度は遠隔 ICU における被支援看護師の不安や離職率、エンパワメントなどに関する研究

実施のための打合せを実施し、連携を図っている。 

（４）日本で働く外国人看護師のキャリアの探究

外国人のキャリア開発におけるニーズに応える講座の実施に向けて、「外国人介護職の

見た日本の介護」と題した研究会への参加、外国人介護職が働く施設へのヒアリング、EPA

の国家試験対策を行う講師へのヒアリングなどを行い、キャリア開発ニーズに関する情報

収集を行い、進学やデジタル化に関する講座のニーズがあることを確認した。 
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（５）English Extra

 「English Extra!」は前期・後期を通して水曜日の昼休み 12 時 30 分から 13 時まで、ア

ダム・クロスビー准教授を中心に本棟 3 階のオープンスペースで開催した。開催回数は

27 回で、教員および学生を合わせて延べ参加者数は 135 人であった。また、Moodle を用

いて英語学習のためのアドバイスの他、医療系の英語動画やネイティヴ教員による英語の

コメントを掲載し、学内の多様な方々にこの活動に参加してもらえるよう工夫している。

（６）海外大学の講師による講演

  2024 年 10 月に Kings College of London（メンタルヘルス学科）の講師である Zoe Moula

先生を招いて、「Nature connection through the arts: Examples from research and practice in 

the UK」というテーマでアートセラピーに関するセミナーをハイブリッドで開催し学内

外の大学院生と教員が 23 名参加した。事後アンケートでは全員が満足したと回答した。

講師の専門分野は異なるが、看護に関連する課題であり、参加者の異文化への理解やグ

ローバルな視点を育む機会を提供できた。

（７）異文化交流の推進

 新年度のオリエンテーションにおいて、海外研修の経験を、研修に参加した学部生が

未参加の学部生に話す機会を設け、関心を持ってもらうことができた。今年度もシアト

ルを訪れた際に現地の大学生らと交流する機会があり異文化交流が推進された。国際看

護論の「異文化と国境を越えた看護」の授業において、オンラインで海外の看護学生と

交流・議論した。 

 広報活動では、昨年リニューアルされたホームページにおいて、海外からのアクセス

に対応するため英語版を一部設けて、随時、情報を掲載した。英語版のホームページに

ついて、今年度は 2025 年 1 月の時点で 650 件のアクセスがあった。 

（８）外国人留学生の受け入れ体制整備について

 兵庫県立大学の国際交流に携わっている教員および事務担当者から、担当業務、手続

き、サポート内容などについて、情報収集を行い、体制整備に向けた準備を進めた。 
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Ⅹ 保健師キャリア支援センターグループ 

公衆衛生看護学分野 岩本  里織  

いちかんダイバーシティ看護開発センター 藤本  佳子  

１．グループ概要 

保健師キャリア支援センターは  2021 年  4 月に設置され、事務局を本学が担っている。主

な活動内容は、兵庫県保健師人材育成ガイドラインに基づく人材育成研修や、キャリアアッ

プを図るための相談・支援、保健師活動に関する調査研究や情報発信等、地域で活動される保

健師の方々の資質向上につながる様々な取り組みを行っている。   

２．グループメンバー 

リーダー   岩本  里織

メンバー 藤本  佳子、山下  正、山田  暢子、遠藤  真澄

３．今年度の活動内容と実績 

（１）保健師人材育成研修

１）新任期保健師研修会

①前期Ⅰ研修（オンライン研修）

1 年目相当（個別支援）  

日時：2024 年  5 月  16 日（木）  9:30～12:00 

内容：講義「個別支援」  

講師：神戸大学大学院  教授  和泉  比佐子  氏  

講義「個別支援としての家庭訪問（1 年目）」  

講師：兵庫県保健医療部健康増進課  

参加者数：81 名（新任期保健師 71 名、聴講者 10 名）  

2 年目相当（地域診断）   

日時：2024 年  5 月  21 日（火）  9:30～12:00 

内容：講義「地域診断」  

講師：神戸大学大学院  教授  和泉比佐子  氏  

講義「地域診断（2 年目）」  

講師：兵庫県保健医療部健康増進課  

参加者数：69 名（新任期保健師 62 名、聴講者 7 名）  

3 年目相当（地域診断に基づく PDCA）   

日時：2024 年  5 月  23 日（木）  9:30～12:00  

内容：講義「地域診断に基づく事業計画と評価について」  

講師：神戸大学大学院  教授  和泉  比佐子  氏  
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講義「地域診断に基づく  PDCA（事業計画と評価）（3 年目）」  

講師：兵庫県保健医療部健康増進課   

参加者数：86 名（新任期保健師 76 名、聴講者 10 名）  

②前期Ⅱ研修

1 年目相当（個別支援）  

日時：2024 年  9 月  4 日（水）  10:00～16:30  

場所：神戸市立中央区文化センター  1 階  多目的ホール  

内容：先輩保健師からの講話「2 年目保健師として伝えたいこと」  

講師 自治体  2 年目保健師  

グループワーク「日頃の活動の振り返り」「課題の取組について共有・意見交換」  

参加者数：89 名（新任期保健師 71 名、ファシリテーター18 名）  

2 年目相当（地域診断）   

日時：2024 年  9 月  18 日（水）  10:00～16:30  

場所：神戸市立中央区文化センター  1 階  多目的ホール  

内容：先輩保健師からの講話「後輩保健師に伝えたいこと」  

講師 自治体  3 年目保健師  

グループワーク「日頃の活動の振り返り」「課題の取組について共有・意見交換」  

参加者数：74 名（新任期保健師 60 名、ファシリテーター14 名）  

3 年目相当（地域診断に基づく PDCA）   

日時：2024 年  9 月  20 日（金）  10:00～16:30  

場所：神戸国際会館  9 階  大会場   

内容：先輩保健師からの講話「新任期保健師に伝えたいこと」  

講師 自治体  4 年目保健師  

グループワーク「日頃の活動の振り返り」「課題の取組について共有・意見交換」  

参加者数：87 名（新任期保健師 70 名、ファシリテーター17 名）   

③後期研修

1 年目相当（個別支援）  

日時：2025 年  1 月  17 日（金）  10:30～16:00  

場所：神戸市立中央区文化センター  1 階  多目的ホール  

内容：中堅期保健師からの講話「個別支援の実際」   

講師 自治体  中堅期保健師  

グループワーク「課題の取組について共有・意見交換」  

参加者数：79 名（新任期保健師 62 名、ファシリテーター17 名）  

2 年目相当（地域診断）   

日時：2025 年  1 月 23 日（木）  10:30～16:00  

場所：神戸市立中央区文化センター  1 階  多目的ホール  

内容：中堅期保健師からの講話「地域診断の実際」   

講師 自治体  中堅期保健師  
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グループワーク「課題の取組について共有・意見交換」  

参加者数：72 名（新任期保健師 59 名、ファシリテーター13 名）  

3 年目相当（地域診断に基づく PDCA）   

日時：2025 年 1 月 30 日（木）  10:30～16:00  

場所：神戸市立中央区文化センター  1 階  多目的ホール   

内容：中堅期保健師からの講話「PDCA に基づく保健活動」  

講師 自治体  中堅期保健師  

グループワーク「課題の取組について共有・意見交換」   

参加者数：84 名（内訳：新任期保健師 67 名、ファシリテーター17 名）  

２）プリセプター研修会

日時：2024 年 7 月 30 日（火）13:30～16:30 

場所：神戸市立中央区文化センター  11 階 会議室 1103+1104 

内容：趣旨説明 「新任期保健師現任教育計画の策定と活用について」  

講師 兵庫県保健医療部健康増進課  

講義「新任保健師の能力を高めるプリセプターシップ～新任期の強みや特性を活  

かして～」  

講師 兵庫大学看護学部   教授   時長  美希  氏  

グループワーク「新任期保健師の現状を踏まえたプリセプターとしての支援のあり

方」   

参加者数：38 名（健康福祉事務所 10 名、中核市 10 名、市町 18 名）  

３）地域ケアの総合調整研修

① 公開講座

日時：2024 年  12 月  19 日（木）  13:30～16:30

場所：  神戸市立中央区文化センター  11 階  会議室 1103+1104 

内容：講義「地域活動において、科学的手法（調査研究）を用いて疑問や課題を明らかに

する必要性とその手法」   

講師：武庫川女子大学看護学部   教授  和泉  京子  氏  

② 実践報告会

・宍粟市：「いきいき百歳体操自主グループのグループ活動継続の要因」

サポート講師：武庫川女子大学  教授  金谷  志子  氏

・洲本市：「育児中の母親が感じる子育てのしづらさや子育て環境への困難感に関す

る実態調査」 

サポート講師：神戸市看護大学看護学部 講師  山下  正  氏

・加古川健康福祉事務所：「高齢者施設での感染対策の実態とその関連要因～感染症対策

の実態が把握できていない高齢者施設への質問紙調査～」  

サポート講師：神戸大学大学院保健学研究科

パブリックヘルス領域  教授  和泉比佐子氏  

・明石市：「接触者健診結果のデータ分析を活用した対象者選定基準の妥当性の検証」
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サポート講師：兵庫県立大学看護学部  助教 島村  珠枝 氏

・明石市：「40 代から始めるフィットネスプログラム」による腹囲、体組成、運動の動機

づけへの効果 

サポート講師：甲南女子大学看護リハビリテーション学部

准教授  有馬  志津子  氏  

③ 課題研修

保健活動における課題や疑問を選定し、科学的手法を用いて課題や疑問を明らにするた

めの計画書を作成する。計画に基づき調査等を行い、課題や疑問を明確化する。取り組みの成

果について学術集会や報告会等の場を活用して公表し、意見交換を行い、成果に基づく方策

など現場への活用を提案する。   

期間：2023 年度～2024 年度   

内容：サポート講師の助言のもと、チームで検討したいテーマに沿って調査や事業の検討を

行い、根拠に基づいた保健事業の展開につなげる。  

参加状況：5 市 6 チーム   

①宍粟市：テーマ「高齢者保健」、サポート講師  武庫川女子大学

③洲本市：テーマ「母子保健」、サポート講師  神戸市看護大学

④加古川健康福祉事務所：テーマ「高齢者の感染症対策」、サポート講師  神戸大学大学院

⑤明石市保健予防課：テーマ「結核感染症」、サポート講師 兵庫県立大学

⑥明石市健康推進課：テーマ「健康づくり」、サポート講師 甲南女子大学

（２）保健師キャリア支援（再就業支援含む）

１）保健師キャリア相談

県内の保健師（保健師免許保有者）  

を対象として、活動に関する具体的な

相談（事業、個別支援等）、スキルアッ

プやキャリアラダーに関すること等、

保健師活動全般に関する相談窓口を開

設している。今年度の相談実績は、表

１に示す 10 件で、  相談内容は、研究

に関すること、転職や進学、キャリア

アップに関する相談であった。メール、

オンライン、対面など相談者のニーズ

に応じて相談方法を工夫した。必要に

応じて相談ができる窓口をさらに周知

する必要がある。  

２）保健師就業・復職支援研修会

日時：2025 年 3 月 7 日（金）13:00～16:30  

場所：神戸市立中央区文化センター 会議室 1112 

対象：行政保健師として求職中の者   

番号  相談方法  相談概要  

1 Zoom 今後の就職先について  

2 Zoom 今後の就職先について  

3 メール 研究と今後の就職先について  

4 対面  仕事の継続について  

5 メール 文献検索について  

6 対面  今後の仕事や進学について  

7 対面  就職について  

8 対面  今後の仕事や進学について  

9 メール 今後の仕事について  

10 Zoom 子育てとの両立、キャリア形成について  

表１  2024 年度  保健師キャリア相談実績  
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内容：講義「最近の保健・医療・福祉の動向と兵庫県における保健施策について」  

講師：兵庫県保健医療部健康増進課  

講義「兵庫県における保健師活動」  

講師：兵庫県  保健師   

講義「神戸市の保健師活動」  

講師：神戸市  保健師   

講義「市町における保健師活動の実際について」  

講師：宝塚市  保健師  

現職保健師との座談会   

助言者 :兵庫県保健医療部健康増進課  保健師  

神戸市  保健師  

宝塚市  保健師  

神戸市看護大学  教員  

参加者：37 名（受講者 6 名、聴講者 31 名）  

３）オンデマンド研修

①先駆的保健活動の紹介

複数の自治体の活動を取材し、今年度は下記 3 件を保健師キャリア支援センターのホー

ムページに掲載し、県下の自治体に案内した。

A. テーマ：「洲本市の母子保健事業における生活習慣病予防の取り組み」

講師：洲本市  保健師  

B. テーマ：「丹波篠山市における愛育班活動の取り組み」

講師：丹波篠山市  保健師  

C. テーマ：「宍粟市における実態調査からみえたひきこもり支援体制の構築」

  講師：宍粟市  保健師  

②新任期保健師研修

A. 課題説明：1 年目～3 年目の課題の取り組み方について

a）課題説明

(i) 1 年目の課題の取り組み方について

開催日時：2024 年 5 月 16 日（木）

内容：講義「1 年目の課題の取り組み方について」

講師：県庁健康増進課  

(ii) 2 年目の課題の取り組み方について

開催日時：  2024 年 5 月 21 日（火）

内容：講義「2 年目の課題の取り組み方について」

講師：県庁健康増進課  

(iii) 3 年目の課題の取り組み方について

開催日時：  2024 年 5 月 23 日（木）

内容：講義「３年目の課題の取り組み方について」

講師：県庁健康増進課  
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B. 先輩保健師の講話（2023 年度分を配信中）

a）2023 年度  新任期保健師への講話  (前期Ⅱ）

(i) 1 年目保健師への講話

〈  2023 年 9 月 6 日開催の新任期研修での講話オンデマンド研修版 〉  

テーマ「2 年目保健師として伝えたいこと」

講師    明石市  2 年目  保健師

(ii) 3 年目保健師への講話

〈  2023 年 9 月 27 日開催の新任期研修での講話オンデマンド研修版 〉  

テーマ  「新任期保健師に伝えたいこと」

講師    丹波健康福祉事務所  4 年目  保健師

b）2023 年度  新任期保健師への講話  (後期）

(i) 1 年目保健師への講話

〈  2024 年 1 月 12 日開催の新任期研修での講話オンデマンド研修版 〉

テーマ  「個別支援の実際」

講師 宝塚健康福祉事務所  中堅期保健師

(ii) 3 年目保健師への講話

〈  2024 年 1 月 18 日開催の新任期研修での講話オンデマンド研修版 〉

テーマ  「地域診断の実際」

講師 西宮市  中堅期保健師

c）2024 年度  新任期保健師への講話（前期Ⅱ）

(i) 1 年目保健師への講話

〈  2024 年 9 月 4 日開催の新任期研修での講話オンデマンド研修版 〉

テーマ「1 年目保健師に伝えたいこと」

講師    加古川市  2 年目  保健師  

(ii) 2 年目保健師への講話

〈  2024 年 9 月 18 日開催の新任期研修での講話オンデマンド研修版 〉

テーマ「2 年目保健師に伝えたいこと」

講師  赤穂健康福祉事務所  3 年目  保健師  

(iii) 3 年目保健師への講話

〈 2024 年 9 月 20 日開催の新任期研修での講話オンデマンド研修版 〉

テーマ  「新任期保健師に伝えたいこと」

講師    尼崎市北部地域保健課  4 年目  保健師  

d）2024 年度  新任期保健師への講話（後期）

(i) 2 年目保健師への講話

〈  2025 年 1 月 23 日開催の新任期研修での講話オンデマンド研修版 〉

テーマ「地区診断の実際 ～地区担当保健師として～ 」

  講師 豊岡市  中堅期保健師  

(ii) 3 年目保健師への講話

〈 2025 年 1 月 30 日開催の新任期研修での講話オンデマンド研修版 〉

テーマ  「PDCA に基づく保健活動の実際～難病保健活動を通じて～」
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  講師 芦屋健康福祉事務所  中堅期保健師  

（３）公衆衛生看護等に資する調査研究

現在、以下の研究課題の研究に取り組んでいる。  

１）保健師のキャリア支援に関するニーズと支援体制に関する研究

２）保健師の産休・育休復帰支援に関する研究

４．2024 年度の活動の振り返り 

 兵庫県保健師キャリア支援センターでの取組を開始して４年目となった。今年度は、昨年同

様に対面を基本とした人材育成を進めることができた。研修の大枠が定着しつつある中、前年

度の課題を反映し内容を工夫しながら研修を実施した。コロナが収束するにつれ、受講生の課

題への取り組みに変化があり、提出課題の内容がよくなってきているのが印象的である。  

新任期保健師研修会は、昨年度に引き続き、研修課題の実践時間を確保するスケジュール設

定及びグループワーク、先輩からの講話を行った。ファシリテーターの支援やグループワーク

による多角的な視点の学びや気づきが大きく、満足度が高かった。また、中堅期保健師によるテ

ーマ別の講義は、「個別課題」「地域診断」「PDCA（事業計画と評価）」が一連のつながりを持っ

ていること、研修として取り組んでいることが地域でどのように展開されているのかという具

体的な理解につながり、研修課題に取り組む意義の認識につながっていた。  

地域ケアの総合調整研修では、公開講座と実践報告会を行い、根拠に基づく保健活動の必要

性の理解が深まった。多忙な業務の中でサポート講師による手厚い支援により、学会発表まで

進めることができたチームもあり、研究実践への興味につながったといえる。研修参加者や次

年度の受講者が 6 チームに増加し、研修が定着しつつある。研修を通じて、活動の課題を明確

化し、行政機関と大学の協働体制の強化につなげていきたいと考える。  

保健師就業・復職支援研修会では、短時間、対面とオンラインの併用実施の効果が得られ、参

加者の増加につながったと考える。また、講師や助言を依頼した自治体の協力があり、満足度の

高い研修となった。引き続き、受講者のニーズに応じた方法を検討し、潜在保健師の就業につな

げていきたい。  

今年度の全研修において高評価を得た。他県から課題様式の照会があるなど、重要課題であ

る人材育成について、さらなる充実、定着が求められる。そのためには、県内の自治体保健師及

び看護系大学教員の協力が不可欠であり、県内全体で人材育成を進めていく機運を一層高め、

継続して質の高い研修を実施していくことが重要である。今後は、活動を通じて把握されたニ

ーズをもとに、関係機関とも協議しながら進め、さらに充実した人材育成とネットワークの強

化につなげていきたいと考える。  
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Ⅺ コラボカフェ 

いちかんダイバーシティ看護開発センター 水川真理子  

岩本里織、片倉直子、藤本佳子 

１．概要  

1) 概要

本事業は、大学施設を活用した神戸市地域子育て支援拠点事業「ひろば型」として運営

しており、現在本学を含めた神戸市内の 8 大学が本事業に参画している。本学は、2012 年

にコラボカフェを開設した。名称である「コラボ」は、Collaboration の略であり、「大学の

教職員と学生が地域住民および関連機関と共に」を意味し、「カフェ」は「子育て中の親子

が一休みできる」場として機能することを目指して名づけられている。  

2) 目的

コラボカフェは、大学施設を利用した学生と住民の参加を通して親と子が健康に育つた

めの子育てを支援すること、および学生が生活を支援できる看護職として成長すること、

また、それらにより大学の発展に寄与することを目的としている。  

3) 実施事業

a)子育て親子への場の提供と交流の促進

b)子育て等に関する相談、援助等

c)地域の子育て関連情報の提供

d)子育て及び子育て支援に関する講習

e)コラボカフェを活用した授業及び研究の実施

4) 運営方法

対象：生後 2 か月かつ、首がしっかりすわってから 3 歳児までの未就園児と、その保護者  

開催日時：毎週 火・木・金 9 時 45 分～12 時 15 分、13 時～15 時 30 分  

スタッフ：保育士 3 人が見守りを行い、保護者からの相談に応じている。

2020 年より新型コロナウイルスの感染拡大防止のために予約制とし、感染状況に応じた

利用人数の制限を行っていたが、2023 年 5 月 8 日より新型コロナウイルスの感染症法上の

位置づけが 5 類に移行したため、利用者の人数制限を 1 日 5 組から 15 組に緩和した。そ

の後、2024 年 1 月より予約制と人数制限をふれあい遊び（木曜日午前中）を含むイベント

時以外は廃止した。2024 年 5 月からはふれあい遊びの人数制限と予約制を廃止し、季節イ

ベントと外部講師の講演・体験会イベント時のみ人数制限と予約制を敷いている。  
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２．実績  

1) 開催・利用状況の実績

2024 年 1 月から 12 月末までのコラボカフェの開催日数は 138 日、年間の延べ利用者数は、

保護者が 1,336 名、子どもが 1,383 名であった（表 1）。このうち新規登録者は 133 組で、

1 日平均利用者数は、保護者が 9.7 人、子どもが 10.0 人であった。経年別では、コロナ禍

に一日平均利用者数と新規登録者数は激減したが、人数制限と予約制の撤廃により、2024

年の一日平均利用者数は 10 人まで回復し、新規登録者は横ばい～微減であった（図 1、2）。  

表 1 月別の延べ利用者数(人）(2024 年 1 月～2024 年 12 月) 

開催月 開催日数 イベント

開催日数 

保護者 子ども 新規登録者 学生 

1 月 9 4 79 88 11 8 

2 月 12 5 124 136 14 1 

3 月 7 2 70 78 9 0 

4 月 10 3 65 68 10 6 

5 月 11 5 119 121 18 5 

6 月 14 7 122 122 13 37 

7 月 13 9 144 144 6 3 

8 月 11 7 95 95 7 3 

9 月 12 4 122 125 7 0 

10 月 14 5 144 144 12 0 

11 月 14 6 154 159 15 2 

12 月 11 5 98 103 11 0 

計 138 62 1,336 1,383 133 65 

図 1 一日あたりの平均利用者数の推移(2019～2024 年)

人  
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図 2 新規登録者数の推移(2019～2024 年) 

保護者から保育士への相談は随時受け付けており、22 件の相談があった。保育園への入

園に対する不安、離乳食の開始時期、夜泣きによる不眠、成長発達についてなどの質問が

あり、保育士が都度相談に応じている。  

学生の延べ参加者数は 65 名で、2024 年は学生の利用促進のための活動を行ったことで

大幅な参加者数の増加がみられた。大学院の新生児乳幼児援助の授業では、乳幼児の発育

発達の観察や、乳幼児を育児する親の思いを理解するために、コラボカフェ利用者に一人

30 分程度話を聞いて助産師の役割について学び、親子との交流を深めていた。今年度はイ

ベント時に学部の公衆衛生看護技術論の授業での学生参加があり、こどもの成長発達やイ

ベント運営について学びを深めることができた。さらに、学部生がボランティアで授業の

合間などに、コラボカフェに訪れ来所中の子どもと遊んだり、見守りを行ったりしている。  

2) 教員と保育士が企画・運営したプログラム

2024 年度は、来所型イベントを 4 回開催した。  

・「ベビーマッサージ」  

野田まゆみ保健師（ベビーマッサージ：kokko）を講師にお招きし、コラボカフェにおい

て、「ベビーマッサージ」のイベントを 2 回開催した。1 回目は、6 月 10 日に生後 8 か月～

1 歳頃まで（ハイハイ可能）のこどもと保護者を対象とし、5 組 10 人が参加した。2 回目

は、6 月 17 日に 1 歳～1 歳 6 ヵ月頃まで（独り歩き可能）のこどもと保護者を対象とし、

5 組 10 人が参加した。  

野田講師よりベビーマッサージの方法、注意点などについての説明を受けた後、「リラッ

クスのためのベビーマッサージ」「便秘と消化吸収のためのマッサージ」「足のマッサージ」

「背中のマッサージ」について、講師と一緒に実演を行った。参加者は熱心に講師の話を

聞いて、子どもまたは人形でマッサージの練習を行った。「エビデンスに基づいた手技を丁

寧に教えていただいて大変参考になり、家でも是非やりたい」「寝転がる姿勢がイヤになっ

人  
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てしまってから、どのようにマッサージしてあげればいいか悩んでいた。抱っこしながら

や、遊びの中でできる方法を教えていただけたので勉強になった」という感想をいただい

た。当日は、各回に本学の保健師課程『公衆衛生看護技術論』の受講学生が 16 人ずつ参加

した。参加学生にとって、月齢ごとの子どもの様子や発達、健康教育としての講座の運営

などを学ぶことができた貴重な経験となった。  

・「母乳と卒乳、離乳食の話」  

8 月 23 日に、コラボカフェにおいて「授乳と卒乳、離乳食の話」についての講習会を開

催し 18 組 36 人の親子が参加した。本学ウィメンズヘルス看護学分野教員の田中美紗助産

師が授乳や卒乳の方法、離乳食の進め方などについての講義をした後、実際の離乳食や出

汁をみせながら、出汁の取り方、出汁を用いた調理方法などについて説明を行った。当日

は、本学大学院の助産師課程の学生も参加し、子どもの見守りを行いながら、健康教育と

しての講座の運営などを学ぶことができた。  

参加者より「卒乳の仕方が分からなかったので、色々な方法があると知れてよかった」

「卒乳の進め方や具体的な方法が参考になった」「本に書いている通りに進まない。“こう

あるべき”と思いすぎなくてよいというお話で少し肩の力を抜こうと思えた」という感想

が寄せられ、満足度の高いイベントとなった。  

・「リトミック教室」  

11 月 13 日にコラボカフェにおいて、「リトミック教室」のイベントを開催し、10：15～

のひよこさんクラス（0～1 歳）に 10 組 20 人、11：00～のぺんぎんさんクラス（1～1 歳

半）に 9 組計 18 人の親子が参加した。講師の松本裕子先生（メロディーピアノ教室）から

音階についてのお話しや、多くの音楽に触れることの大切さなどについて教えていただい

た。その後、「リズム合わせ」「滑り台遊び」「スカーフ遊び」などを音楽に合わせて、歌い

ながら行い、参加親子の笑顔がたえない楽しい時間となった。当日は太山寺中学校より 2

人の中学生がトライやるウィークの職業体験で、当日のイベントの準備や運営に参加した。 

参加者から「音階を気にして手遊びなどしてみたことがなかったので、意識してみよう

と思った」「普段、ピアノを弾いてあげることができないので、メロディー、ハーモニーに

ふれて体を使って楽しめて良かった」などの感想が寄せられ、満足度が高くまた参加した

いと好評であった。  
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・「子どもの靴選び」  

2025 年 1 月 27 日に「こどもの靴選び」のイベントをコラボカフェにおいて開催し、14

組 30 人が参加した。椎野啓三講師（足と靴のプラウド：代表取締役・店長）からの「子ど

もの成長は足と靴で決まる！（6 歳までにできること）」の講義の後、お子さま一人ひとり

の足のサイズを計測して、実際にお子さまが履いている靴をチェックし、買い替え時期や

選び方等の助言をいただいた。  

参加者より、「靴の選び方を具体的に教えてもらえてわかりやすかった」「1 人ずつ足と

靴のチェックをしていただけたのがすごく嬉しかった」「これから靴を買うので参考にな

った」という感想が寄せられ、アンケートでは参加者全員が満足したと回答し好評を得た。  

3) 保育士が企画・運営したプログラムについて

毎週木曜日の午前中に定期開催している「親子でふれあい遊び」や「製作遊び」などの

保育士企画イベントは利用者に好評である。子どもたちに「豊かな遊びと体験」を提供す

る多様なプログラム（手遊び、パネルシアター、楽器遊び、ダンスなど）を通じて、利用

者親子の触れ合いを深めるとともに、イベント参加がコミュニケーションの潤滑油となり

利用者間相互の交流を促した。その他に、予約制の来所型の季節のイベントとして、7 月

下旬から 8 月の木曜日午前中に熱中症対策等安全監理策を講じながら「水遊び」を実施し

た。また、7 月 4 日に七夕、10 月 31 日にハロウィンイベント、12 月 13 日には、クリスマ

ス会、2月 28日にはひなまつりを開催した。保育士によるイベントは親子から人気が高く、

受付開始後すぐに定員に達するなど人気が高く、利用者間の交流を盛り上げる場としても

機能した。開催日における 1 日平均利用者数も高水準を示している（表 2）。
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表 2 保育士イベント企画開催実績及び開催日の 1 日平均利用者数 
イベント名 開催日・開催回数 1 日平均利用者数 

親子でふれあい遊び 定期開催（毎週木曜日） 年間 35 回 23.8 

水遊び 7 月・8 月  計 13 回 22.5 

サイリウム製作 6 月 11 日（火）  １回 34.0 

七夕まつり 7 月 4 日（木）  １回 28.0 

動物バルーン遊び 9 月 19 日（木）  １回 32.0 

ハロウィンイベント 10 月 31 日（木）   １回 41.0 

クリスマスリース作り 11 月 29 日（金）  １回 25.0 

クリスマス会 12 月 13 日（金）   １回 36.0 

おひな祭り 2 月 28 日（金）   １回 28.0 

4) 地域連携

西区役所保健福祉課の行政保健師や保育士と連携し、子育て支援に関する意見交換の機

会を設けている。その中で利用者からの相談情報を共有し、子どもの成長・発達に関する

相談を受けた気になる子どもがいる場合は専任保育士が担当教員に経過状況等を報告し、

担当教員が保健師と連絡をとりながら、保健師への相談が適切と判断した場合は利用者に

保健師を紹介する運営体制を敷いている。 

11 月 13 日に、西区保健福祉部主催で開催された「子育て支援者連絡会」に担当教員 2

人と保育士 1 人が講師として参加し、「神戸市看護大学の子育て支援の活動について」のテ

ーマで昨今の子育てを取り巻く環境の変化や、コラボカフェの活動内容を紹介した。また、

参加した西区の子育てサークル運営者とのグループワークを通じて子育てにおける様々な

課題を共有することができた。 

３．評価  

1) 評価

 今年度は、季節のイベントや外部講師招聘イベント開催時以外は人数制限や予約制を撤

廃した。SNS での広報に加え、西区役所の保健師や保育士と連携して本学のコラボカフェ

の利用の促進を行ったことや、利用者の要望に応じた季節のイベントや製作・運動遊びを

追加したことにより、利用者が増加したと考えられる。新規登録者数の減少は、日本全体

の出生数の減少や、子育て世代の女性の就業率の増加、周辺地域における新規の子育て支

援事業所の開設などの影響も考えられる。  

2) 今後の課題

新型コロナウイルスの収束により、これまで午前と午後の 2 部制としていたが、次年度

は 2 部制を廃止することで利用者にとって利用しやすい運営形態に変更し、利用状況を評

価する。ここ数年で利用者が低年齢化しており、0 歳～1 歳代のこどもが増えているため、

月齢、年齢にあわせた遊びを安全な体制で提供し、安心して利用できる子育ての場の提供

を継続する。イベントの開催内容や方法については、引き続き利用者の要望を聞きながら

テーマを検討し、幅広いニーズにそえるように企画する。行政や地域の子育て支援者との

連携の強化を目指し、子育て支援者連絡会などにも引き続き参加し、本学のコラボカフェ

が果たせる役割について検討する。  
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Ⅻ トライやるウィーク 

いちかんダイバーシティ看護開発センター 水川真理子  

１．概要 

トライやる・ウィークは、兵庫県下の中学校２年生が地域を学びの場に、体験を通して、

⾃ら学び、考え、体験する教育の⼀環として実施されている。⽣徒一人ひとりの興味・関

⼼に応じて「職業体験」「農林水産体験」「文化芸術創作体験」「ボランティア・福祉体験」

などの社会体験活動を５日間各事業所にて行われる。それによって、学校ではできない様々

な活動に挑戦し、豊かな感性や創造性を高め、自分なりの生き方を見つけることができる

よう⽀援し、ともに生きることや感謝の心を育み、自立性を高めるなど「生きる力」を育

成することが目的とされる。 

２．実績 

2024年度のトライやる・ウィークでは、6月に星陵台中学校から3名、11月に太山寺中学

から2名の中学生（2年生）の受け入れを行い、いずれも3⽇間の日程で実施された。 

星陵台中学校スケジュール 

日程 内容 

6月3日（月） ガイダンス・キャリア支援室業務補助体験 

「在宅看護論」授業補助体験 

6月4日（火） キャリア支援室業務補助体験

子育て支援事業「コラボカフェ」保育士業務補助 

6月5日（水） 図書館事務業務体験 

「まちの保健室」イベントアンケート集計作業補助 

体験者の感想（星陵台中学校） 

⚫ 今回のようなきっかけがないと大学に行く機会がなかった。看護大学のトライやる・

ウィークで続いているというポスター作りをすることができて、楽しかった。大学の

授業の手伝いで、学生の発表を聞いて発表方法の参考になった。

⚫ これまで保育士さんは子供の面倒を見ているイメージだったが、子どもたちを楽しま

せるために裏ではいろいろと工夫して作業していて大変な仕事だと思った。生後5か

月の子供を抱っこしたのもいい経験になった。
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 太山寺中学校スケジュール  

日程 内容 

11月6日（月）  ガイダンス・事務局作業補助・図書館事務業務体験 

「在宅看護学実習」業務補助体験 

11月7日（火） 図書館事務業務体験 

子育て支援事業「コラボカフェ」保育士業務補助 

キャリア支援室業務補助体験

11月8日（水） 「まちの保健室」イベント会場準業務補助 

子育て支援事業「コラボカフェ」イベント業務補助 

アンケート集計作業補助

体験者の感想（太山時中学校） 

⚫ 図書館では、学生や教職員のためにとても多くの図書の管理を時間をかけて努力し

ていることがすごいと思った。大学の図書館では多くの蔵書を様々な面からサポー

トしているのを知って、学校の図書館でもそうしたサポートへの感謝を忘れずに利

用したいと思った。

⚫ これまで特に将来の夢とかなかったが、コラボカフェの子どもたちの触れ合いを通

じて、自分が笑顔になれたり、子どもが喜んでくれる姿を見て、将来は保育の仕事

に就きたいと思った。大学の使命である「教育・研究・地域貢献」の意味を理解で

きた。

「コラボカフェ」業務補助体験より  「キャリア支援室」授業補助体験より  

「在宅看護学実習」業務補助体験より  図書館事務業務体験より  
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ⅩⅢ 分野別の地域貢献活動 

１．こうべ生涯学習カレッジ（コミスタ神戸） 

人間科学領域 人文科学分野 城田純平 

神戸市内にある 12 大学による大学連携セミナーとして、各大学の教員の様々な専門分

野の講義が「こうべ生涯学習カレッジ」として市民に提供されてきており、本学も 2012 年

から参加している。  

今年度は、2025 年 1 月 20 日（月）13:30～15:00 に「人間と生命の尊厳を問い直す―哲

学の立場から―」というテーマにて講義を行った。参加者は 70 名程度であった。構成とし

ては、講師からのレクチャー70 分に対して、参加者からの質疑応答 20 分程度であった。

講義内容としては、序盤に、科学技術の飛躍的な進歩に伴い、私たち人間の生命や身体を

操作することが技術的に可能になっている昨今、「人間の尊厳とは何か」、「生命の尊厳とは

何か」という問いが、あらためて問い直される必要が生じてきていることを紹介した。そ

の上で、西洋思想に由来するキリスト教的・個人主義的な価値観・倫理観においては、他

の動物との区別を前提に人間の尊厳が考えられてきた一方で、日本の伝統的な考え方では、

人間を特権視せずにむしろ人間を自然や生命の中の一部であるとみなす仕方で生命の尊厳

が重視されてきたことをお話しし、現代の人間や生命をめぐる倫理的な問題は、大きく分

けると、こうした二つの考え・価値観のコンフリクトとして整理できることをお伝えした。  

その後、質疑応答を通して、日常生活との関わりについても補足的に検討し、その結果

として、「自らや家族の終末期を想定した際に自然と自分が依拠していた価値観がどのよ

うなものであったのかが分かったので、今後話し合う際の参考にしていきたい」、「紹介さ

れた本を読みながら社会的な問題としても考えていきたい」といった感想が寄せられるな

ど、参加者自身の日常生活をあらためて振り返ったり、あるいは、あるべき社会の姿につ

いて深く考えていったりするための話題提供を行うことができたように思う。  

２．もの忘れ看護電話相談  

老年看護学分野  坪井桂子、石橋信江、秋定真有、蒲谷苑子  

「もの忘れ看護電話相談」は、認知症の人およびその家族が社会から孤立することなく、

安心して自宅での生活を継続できることを目指し、新型コロナウイルス感染症の流行を

受け、2020 年度から取り組みを開始した活動である。  
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2024 年度の「もの忘れ看護電話相談」は、1 人 20 分の事前予約制として広報した。し

かし、事前予約による相談件数は 0 件であり、対面によるもの忘れ看護相談の個別相談

利用者の継続フォローとしての相談件数が 2 件であった。   

 昨年度と同様に、新型コロナウイルス感染症が 5 類へと移行し自粛生活が緩和したこ

とから、事前予約による電話相談数は減少していると考えられる。しかしながら、これ

までの相談者のニーズを考えると、相談者自身が利用しやすい相談の方法を選択できる

メリットは大きい。また、今年度実施したように対面の個別相談利用者の継続的なフォ

ローの手段として、電話相談は有効であったことから、次年度以降も利用者のニーズに

合わせ電話相談を活用していきたいと考える。  

３．神戸市フレイルサポーターによるフレイルチェック事業 

公衆衛生看護学分野 岩本里織、山下正、遠藤真澄、山田暢子 

1) 概要

本事業は、神戸市（公益財団法人こうべ市民福祉振興協会に委託）がフレイルサポータ

ー（市民）を育成し、フレイルサポーターが地域の中でフレイルのリスクがある高齢者を

把握し、早期に予防活動を支援することにより、将来的に要介護状態に陥ることを予防す

る目的で開催している。 本学では、神戸市と公衆衛生看護学分野が共同で開催しており、

保健師課程の４年生が参加することで、「a. 地域住民の介護予防事業において、保健師に

よる介護予防の事業・施策の立案、実施における関係機関との連携や調整、評価の役割を

学ぶ」、「b. フレイル事業に参加・協働し、住民の主体的介護予防実施について学び、住民

の主体的活動の推進のために保健師がどのような役割を担うかを考える」、「c. フレイル

事業に参加した地域住民に対して、介護予防に関する相談を実施できる」の３点を目的と

している。 

2) 実績

2024 年 12 月 5 日、神戸市介護保険課、こうべ市民福祉振興協会、神戸市フレイルサポ

ーターとの共催により開催した。今年度は 28 名と多くの神戸市民にご参加いただいた。 

 内容は、フレイル予防の講話、自己簡易チェック（サルコペニアの簡易指標である指輪

っかテスト、栄養・運動・口腔・社会性・こころのチェック）、深堀チェック（口腔・運動・

社会参加のフレイルチェック）、体力測定、結果説明であった。 

実施後のアンケートでは、本事業に対しては「とても満足」あるいは「まあ満足」と回

答したものは参加者の 92.9%（26 人）、学生の態度や声かけに対しては参加者の 96.4%（27

人）であり、参加者にとって満足できる内容であったと考えられる。また、今回が 2 回目

以上の参加者が 35.7%（10 人）と 1/3 を占めており、継続して参加されている方が多い状

況であった。 
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3) 教育上の効果

学生は、事前に神戸市介護保険課の保健師より講義を受け、神戸市の高齢者の現状と課

題、介護予防事業・施策の立案、関係機関との連携や調整、効果検証等の保健師の役割に

ついて学んだ。 

当日、学生は、フレイルサポーターとともに参加者の健康測定やフレイルチェック項目

のサポート等に参加した。フレイルサポーターが自らの経験を踏まえながら参加者へ丁寧

に接する様子から、参加者に寄り添う姿勢や、参加者に前向きになってもらえる声かけの

仕方を学んでいた。また、健康相談では、学生は今までの実習等で培った看護の知識を活

かし、参加者の健康状態や生活状況を踏まえて真摯に対応していた。そのため、参加者の

満足度は高く、学生は事業を通して、看護職として自信を持つことにつながっていた。 

また、学生は、計画、実施、評価までの一連の過程を通じて、フレイルサポーター個々

の専門性や経験を尊重しながら主体的な活動を促し、フレイルサポーターを組織として支

援する保健師の役割についても学ぶことができた。さらに、学生は、フレイルサポーター

が役割を持って、地域の健康づくり活動を主体的に実施することが、自らの健康や生きが

いにつながっていることを学んでいた。 

以上のことから、学生は多くの視点で学びを得て、本事業の 3 つの目的を達成した。 

４．プレパパプレママセミナー 

ウィメンズヘルス看護学助産学分野 高田昌代 井上理絵 池田智子

子安恵子 田中美紗 

1）概要

大学院助産学実践コースの助産診断技術学Ⅰの授業の一環として実施している。セミナ

ーの目的は、神戸市の地域住民（妊婦とそのパートナー）に妊娠期から子育て期を見越し

たセルフケア獲得への意識を高められるような、集団指導の実践的技術を助産学実践コー

スの学生が習得することである。

2）実績

今年度は第 1 回目を 2024 年 9 月 7 日（土）、第 2 回目を 2025 年 2 月 15 日（土）に開催

した。第 1 回目のテーマは「赤ちゃんとのつながりと、身体の変化を感じる」として、大

学院 2 年生が中心となり、大学院 1 年生、研究科生、学部学生とともに実施した。16 組の

参加者からは「まだ出産に対して実感がわいていなかったけど、色々知ることができ不安

より楽しみが増えた」「沐浴の仕方を学べたり妊婦体験をしたり普段経験することのでき

ないことが出来てよかった」「夫と一緒に体験する機会が今までなかったので楽しく過ご

せた」など、体験を通して実感できる対面セミナーの良さが感じられる意見が寄せられた。

第 2 回目のテーマは「みんなで築くこころに残るお産」として、大学院 1 年生が中心とな

り開催した。16 組の参加があり、参加者からは、「劇などもあり実際のお産のイメージが

できたのでとてもよかった」と概ね好評であった。この 2 回のセミナーは妊婦への出産・
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育児準備教育の場として活用いただいた。 

3）教育上の効果

各セミナーの目的・目標、テーマについては、院生が授業で学んだ健康教育の手法と、

助産学実習で妊産褥婦の援助を通じて考えたことである。特に妊婦の求めるニーズは何か

に焦点を当て内容を熟考した。そのため、院生同士で意見交換を十分に行い、一貫性のあ

る内容に構成することで、全員が同じ方向を向いて実践・評価まで行うことができ、集団

教育の実践的技術を習得することにつながった。  

５．命の出前講座 

ウィメンズヘルス看護学分野 井上理絵

1）概要

命の出前講座は、思春期にある地域住民に対して健康教育を実施する健康支援活動とし

て始まった。本学近辺にある小寺小学校 4 年生、5 年生の児童を対象に大学院助産学実践

コースの学生が「思春期健康教育論」の授業の一環として毎年実施している。

2）活動内容

①４年生への健康教育

a）実施日 2024 年 10 月 17 日

b）対 象 4 年生 57 人

c）内 容

今回の授業は、思春期に起こる二次性徴の仕組みを知り、自分のこころとからだを大

切に思うことができることを目標に授業計画を立てた。実施は、大学院 2 年生が中心と

なり、大学院１年生、学部生も一緒に行った。まず、身体に関連するクイズで導入した

のち、体の成長や男女の体の変化についてクイズを交えた講義形式で授業を進めた。そ

の後、月経時の対処について、男女混合の小グループに分かれて演習を行った。小学生

たちは、大学院生が話す内容に興味深くうなずくような反応であった。特に女子からは

ナプキンを当てる演習について「トイレで替えるのは難しそうと思ったけれど、自分が

月経になった時にやってみたい」という感想があり、月経に対する準備となる授業にな

った。男子は「男女で成長が違うことが知れた」「精通のことが知れてよかった」など体

の変化に関する感想があり、自分たちの変化や男女の違いを自覚するきっかけとなった。 

②５年生への健康教育

a）実施日 2024 年 10 月 24 日

b）対 象 5 年生 62 人

c）内 容

二次性徴を経験する、または、していることを通じて、人として変化する自分や他の
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人の身体や命の大切さを考える機会をもつことを目的に毎年授業を実施している。まず、

自分が成長して現在に至っていることから始め、遡って成長を振り返るような授業を組

み立てた。担当教員が子宮内での胎児の発育を説明し、胎内での成長の時期によって耳

が聞こえ、心臓が動く説明をした。胎児心音は実際の音を聞いてもらい臨場感を出した。

その後、大学院１，２年生による分娩の劇を実施した。分娩が 10 時間以上かかることに

小学生は驚き、自分たちが長い時間かかってお腹の中で成長したことについて「すごい」

と話していた。授業後の感想には、「10 時間以上かけて生れてくるなんて、お母さんす

ごい！」「お母さんにあらためて感謝しようと思った」など感謝の気持ちを表現していた。 

3）活動の成果

小学生は、精通や月経の対処に対して不安も持っていたが、大学院生が授業を行うこと

で楽しんで受講することができ、性や成長に対する肯定的な捉えができるようになってい

た。また、大学院生は、小学生の授業を立案・実施することで対象理解の重要性が鮮明と

なり、対象に応じた授業方法の工夫が必要であることに目を向け実践できていた。 

4）今後の課題

小学生４，５年生に向けた命の授業は、自分の成長・変化について知る重要な授業であ

る。今後も引き続きわかりやすい授業展開を考えたい。本授業はプレコンセプションケア

の一環となるため、小学校と連携をしながら継続することが涵養と考えている。  

６．竹の台ふれあいまつり 

ウィメンズヘルス看護学助産学分野 高田昌代 井上理絵 池田智子

子安恵子 田中美紗 

1）概要

竹の台ふれあいまつりは、神戸市西区竹の台地域委員会が地域住民の一体化を願って住

民主体で開催されているお祭りである。ウィメンズヘルス看護学分野は毎年参加をしてお

り、参加目的は、地域の様々な世代の方と触れ合うことで世代に応じた健康課題について

学びを深めることである。参加にあたり、全国助産師教育協議会からの協力依頼を受け、

助産学実践コースの院生がオレンジリボン運動（子ども虐待防止）について学び、社会へ

の啓発活動の企画・実施も取り入れている。 

2) 実績

今年度は 2024 年 11 月 10 日（日）に竹の台小学校で開催された。助産学実践コースの

院生 5 名が中心となり「赤ちゃん人形抱っこ体験」「赤ちゃんの体重測定」「体組成測

定」を企画、実施した。神戸市看護大学のコーナーに参加された方は 100 名を越えた。

「赤ちゃんの体重測定」は 4 名、「赤ちゃん人形抱っこ体験」は 62 名で様々な年代の方
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が抱っこを体験され地域住民との交流の場となっていた。「体組成測定」の参加者は 80

名で、測定後に院生から測定結果の説明と共に、参加者からのご質問やご相談にも応じ

た。 

3）教育上の効果

参加者は幅広い年代の方々であり、院生は発達段階上の健康課題について参加者との交

流を通して理解する機会を得ることができた。「体組成測定」では、測定後に個別の説明

や相談を実施したことで、参加者のニーズや生活者としての視点を考慮した健康支援の実

践力習得につながっていた。オレンジリボン運動の企画・実施により、虐待のない社会の

実現のために、この運動をより多くの人々に広げる必要性を再認識する貴重な機会となっ

た。  
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ⅩⅣ コラボ教育 

在宅看護学分野 丸尾智実 

（教務委員会担当委員） 

１．概要 

教育ボランティアとのコラボ教育について、2023 年度までは本センターの地域連携グ

ループが中心的役割を担ってきたが、2024 年度のセンターの再編成に伴い、本事業が本

学の教育にかかわる重要な位置づけであることから、本学の委員会である教務委員会が中

心的役割を担うことに変更された。 

しかし、教育ボランティアとのコラボ教育は、センターの様々なグループ活動とも深く

関連していることから、今年度の活動の成果を本報告書に掲載する。 

２．内容 

（１）教育ボランティア登録状況

毎年 4 月に、前年度の教育ボランティアとして登録していただいた方に教育ボランティ

ア継続の意思確認をおこなっている。2024 年度の教育ボランティア登録者は 72 人であっ

た。

（２）教育ボランティア導入授業

 2024 年度に実施した教育ボランティア導入授業は、1 年生科目では「看護技術入門」「多

職種連携Ⅰ」「基礎看護技術演習Ⅰ」、2 年生科目では「フィジカルアセスメント」「老年健康

生活支援論」「慢性看護論」、3 年生科目では「災害看護論」「健康学習論」「在宅療養支援論

Ⅰ」の 9 科目と、神戸市西区 15 地区、須磨区 5 地区で実施している 1・2 年生が同時期に

実習をおこなう「地元創成看護学実習Ⅰa」「地元創成看護学実習Ⅱ」（これらの実習科目は、

各地区で学生の教育を担っていただくことから、実習ボランティアとして教育ボランティ

アとは別に登録をしていただいている）の実習 2 科目、合計 11 科目であった。

（３）教育ボランティア導入授業の学生評価

 法人中期計画の中で、「教育ボランティアの方々との連携をさらに強化し、学生と地域住

民とのコラボ教育を推進する」ことを掲げていることから、教育ボランティア導入授業を

受けた学生による「コラボ教育学生評価」を実施し、教育ボランティアニュースレター等

でその結果を報告している。  

2024 年度は、実習科目を除く 9 科目、延べ 410 人が回答した結果を以下の通りまとめて

報告する。  
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374人, 

91%

36人, 

9%

0人 0人

378人

92%

30人, 

7%

2人, 1% 0人, 0%

284人, 

69%

110人, 

27%

13人, 

3%

3人, 1%

※円グラフの凡例

黄緑：「とてもそう思う」と回答した者

青：「まあまあそう思う」と回答した者

黄：「あまりそう思わない」と回答した者

緑：「全くそう思わない」と回答した者

【設問 1】  

教育ボランティアさんが授業に参加されることで、  

いつもよりことば使いや態度に気を付けましたか  

【設問 2】  

教育ボランティアさんが授業に参加されることで、  

いつもより良い意味で緊張して授業に臨めましたか  

【設問 3】  

教育ボランティアさんが授業に参加されることで、  

地域で生活する人々の理解がより深まりましたか  
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360人, 

88%

45人, 

11%

3人, 1% 2人, 0%

182人, 

44%

147人, 

36%

70人, 17% 11人, 3%

305人, 

74%

92人, 

22%

10人, 3% 3人, 1%

【設問 4】  

教育ボランティアさんが授業に参加されることで、  

看護を提供する人々をケアする際に心がけること  

についての理解が深まりましたか  

【設問 5】  

教育ボランティアさんが授業に参加されることで、  

大学や自宅近隣における地域のイベントに  

参加してみようという気持ちが膨らみましたか  

【設問 6】  

教育ボランティアさんの講演や意見、感想により、  

看護職を目指すモチベーションがあがりましたか  

（４）教育・実習ボランティア交流会

 2023 年度までは「教育ボランティア交流会」という名称で交流会を実施していたが、2022

年度よりカリキュラムの改正に伴って開始した地元創成看護学実習に、これまで以上に実

習ボランティアの皆様にも本学の教育・その他の活動に多大なご協力をいただいているこ

とから、今年度より「教育・実習ボランティア交流会」と名称を変更して開催することと

なった。  

2024 年度の教育・実習ボランティア交流会は、2025 年 2 月 27 日（木）10 時 30 分から

12 時 00 分に本学ホールで実施した。教育ボランティア 31 人、実習ボランティア 9 人、教
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職員 30 人、学生 3 人の計 73 人が参加した。  

 交流会では、2024 年度に教育・実習ボランティアにご協力いただいた授業および実習で

ある「慢性看護論」「地元創成看護学実習」の担当教員より授業・実習の概要と学生の学び

について報告した後、1、3、4 年生の学生が、コラボ教育を通して自身の学習意欲や看護

観、進路にどのように影響しているかについて発表した。また、岩本華子准教授が「『ちい

き』で暮らす―誰もが安心して暮らせる地域共生社会をめざして―」というテーマでミニ

講演をおこなった。その後の質疑応答では、教育・実習ボランティアより、学生との関わ

りが自身や地域の人々に良い影響を与えていることや講演内容で自分の地域について考え

ることができた等の意見が述べられた。  

写真：教育・実習ボランティア交流会の様子 

5）教育ボランティアニュースレター

毎年、教育ボランティアの方々に関連した話題を掲載した、教育ボランティアニュース
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レターを不定期で発行している。2024 年度は 2025 年の 2 月と 3 月に、第 33 号と第 34 号

の計 2 回発行した。内容は、第 33 号では学生によるコラボ教育学生評価アンケートの各

科目の自由記載の内容を抜粋したものを、第 34 号では教育・実習ボランティア交流会の開

催概要とした。
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いちかんダイバーシティ看護開発センター関連研究業績一覧 

(2024 年度) 

論文  

(1) 水川真理子 , 岩本里織 , 磯濱亜矢子 , 勝田玲子 , 山下正 , 遠藤真澄 , 坪井桂子 , 船越

明子 , 片倉直子 , 小山富美子（2024）： 神戸市看護大学の健康づくり活動の  住民の周

知・利用状況の実態と大学への期待  －大学所在地区の全戸住民の 2021 年調査から

－ . 神戸市看護大学紀要 28, 15-24.

(2) 岩本里織 , 水川真理子 , 南裕子  (2024)：看護大学教員らによる新型コロナウイルス感

染症関連業務への  支援の実態と課題－神戸市看護大学の調査結果から－ . 神戸市看

護大学紀要 28, 33-42.

学会発表 

(1) 角田響介 , 船越明子 , 関口瑛里 , 田中晴佳 , 坂口豊代 , 山岡由実  (2024)：こころと身

体の看護相談における特徴的なケア内容 . 日本精神保健看護学会第 34 回学術集会 ,

千葉 , 2024 年 6 月
(2) 畑中あかね , 池田清子 , 野沢裕子 , 中川美佐 , 永瀬沙奈衣 , 桑原京子  (2024)：まち保

でフットケア健康教育を行う看護師を育成するプログラムの作成 . 第 5 回日本フッ
トケア・足病医学会学術集会 , 神戸 ,  2024 年 11 月

(3) 水川真理子 , 谷知子 , 畑中あかね , 片倉直子  (2025)：心不全増悪予防オンラインナー

シング疾病管理プログラムの介入と効果 . 第 89 回日本循環器学会学術集会 , 横浜 , 
2025 年 3 月

メディア・報道

(1) コラボカフェ  親子でふれあい遊び . ビバ！ニュータウン 2024 年 5 月 8 日号

vol834 NPO 法人  ビバ・ニュータウン発行

(2) サンテレビ NEWS 神戸で「世界災害看護学会」  阪神淡路大震災から 30 年を前に

2024 年 11 月 29 日 https://www.sun-tv.co.jp/suntvnews/news/2024/11/29/83266/

(3) サンテレビ NEWS 神戸で地域防災セミナー 避難所運営などの課題を共有

2025 年 2 月 26 日   https://www.sun-tv.co.jp/suntvnews/news/2025/02/26/85408/
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2024 年度いちかんダイバーシティ看護開発センター組織 

センター長 岩本 里織

副センター長 片倉 直子 

まちの保健室グループ 

氏  名 所   属 

リーダー   丸尾  智実  療養生活看護学領域  在宅看護学分野  

  池田  清子  療養生活看護学領域  慢性病看護学分野  

  片山  修  人間科学領域  自然科学分野  

  神原  咲子  基盤看護学領域  災害看護・国際看護学分野  

  秋定  真有  健康生活看護学領域  老年看護学分野  

  石関  美津子  療養生活看護学領域  急性期看護学分野  

  角田  響介  健康生活看護学領域  精神看護学分野  

  山田  暢子  健康生活看護学領域  公衆衛生看護学分野  

  山本  陽子  療養生活看護学領域  小児看護学分野  

防災減災支援グループ 

氏  名 所   属 

リーダー   神原  咲子  基盤看護学領域  災害看護・国際看護学分野  

  池田  清子  療養生活看護学領域  慢性病看護学分野  

  岩本  里織  健康生活看護学領域  公衆衛生看護学分野  

  池田  智子  健康生活看護学領域  ウイメンズヘルス看護学分野  

  岩本  華子  専門基礎科学領域   社会福祉学  

  藤永  竜太郎  専門基礎科学領域   医科学分野  

  畑中  あかね 療養生活看護学領域  慢性病看護学分野  

  藤本  佳子  いちかんダイバーシティ看護開発センター 

  水川  真理子  いちかんダイバーシティ看護開発センター 

  山下  正  健康生活看護学領域  公衆衛生看護学分野  

  後藤  由紀子  療養生活看護学領域  慢性病看護学分野  
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在宅ケア支援グループ 

氏  名 所   属 

リーダー   片倉  直子  療養生活看護学領域  在宅看護学分野  

  片山  修  人間科学領域  自然科学分野  

  船越  明子  健康生活看護学領域  精神看護学分野  

  丸尾  智実  療養生活看護学領域  在宅看護学分野  

  水川  真理子  いちかんダイバーシティ看護開発センター 

  大瓦  直子  療養生活看護学領域  在宅看護学分野  

  中川  惠津子  療養生活看護学領域  在宅看護学分野  

オンライン看護相談グループ

氏  名 所   属 

リーダー
  岩本  里織  健康生活看護学領域  公衆衛生看護学分野  

水川 真理子  いちかんダイバーシティ看護開発センター 

  片山  修  人間科学領域  自然科学分野  

  坪井  桂子  健康生活看護学領域  老年看護学分野  

  林 千冬  基盤看護学領域  看護管理学分野  

  井上  理絵  健康生活看護学領域  ウイメンズヘルス看護学分野  

  畑中  あかね 療養生活看護学領域  慢性病看護学分野  

  藤本  佳子  いちかんダイバーシティ看護開発センター 

  山下  正  健康生活看護学領域  公衆衛生看護学分野  

  遠藤  真澄  健康生活看護学領域  公衆衛生看護学分野  

  関口  瑛里  健康生活看護学領域  精神看護学分野  

  山田  暢子  健康生活看護学領域  公衆衛生看護学分野  

オンライン慢性疾患看護グループ

氏  名 所   属 

リーダー   水川  真理子  いちかんダイバーシティ看護開発センター 

  片倉  直子  療養生活看護学領域  在宅看護学分野  

  谷 知子  専門基礎科学領域   医科学分野  

  石橋  信江  健康生活看護学領域  老年看護学分野  

  畑中  あかね 療養生活看護学領域  慢性病看護学分野  
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リカレント/臨床連携グループ

氏  名 所   属 

リーダー   二宮  啓子  療養生活看護学領域  小児看護学分野  

  池田  清子  療養生活看護学領域  慢性病看護学分野  

  澁谷  幸  基盤看護学領域   基礎看護学分野  

  内山  孝子  基盤看護学領域   基礎看護学分野  

  丸尾  智実  療養生活看護学領域  在宅看護学分野  

  石橋  信江  健康生活看護学領域  老年看護学分野  

  高山  良子  療養生活看護学領域  慢性病看護学分野  

  畑中  あかね 療養生活看護学領域  慢性病看護学分野  

  新澤  由佳  基盤看護学領域  基礎看護学分野  

  水川  真理子  いちかんダイバーシティ看護開発センター 

  岩井  詠美  基盤看護学領域   基礎看護学分野  

後藤 由紀子  療養生活看護学領域  慢性病看護学分野  

  佐藤  智夫  療養生活看護学領域  急性期看護学分野  

  山本  陽子  療養生活看護学領域  小児看護学分野  

保健師キャリア支援センターグループ 

氏  名 所   属 

リーダー   岩本  里織  健康生活看護学領域  公衆衛生看護学分野  

  藤本  佳子  いちかんダイバーシティ看護開発センター 

  山下  正  健康生活看護学領域  公衆衛生看護学分野  

  遠藤  真澄  健康生活看護学領域  公衆衛生看護学分野  

  山田  暢子  健康生活看護学領域  公衆衛生看護学分野  

フットケアグループ

氏  名 所   属 

リーダー   池田  清子  療養生活看護学領域  慢性病看護学分野  

  畑中  あかね 療養生活看護学領域  慢性病看護学分野  
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国際交流グループ 

氏  名 所   属 

リーダー
  神原  咲子  基盤看護学領域  災害看護・国際看護学分野  

  森山  美香  療養生活看護学領域  急性期看護学分野  

  髙木  廣文  神戸市看護大学  特任教員  

  林 千冬  基盤看護学領域    看護管理学分野  

  山内  理惠  人間科学領域  言語科学分野  

  井上  理絵  健康生活看護学領域  ウイメンズヘルス看護学分野  

  神谷  訓康  専門基礎科学領域  健康科学分野  

クロスビ アダム 人間科学領域  言語科学分野  

  佐藤  隆平  療養生活看護学領域  急性期看護学分野  

  城田  純平  人間科学領域  人文科学分野  

  田中  晴佳  健康生活看護学領域   精神看護学分野  

  藤本  佳子  いちかんダイバーシティ看護開発センター 

  水川  真理子  いちかんダイバーシティ看護開発センター 

  樋口  佳耶  療養生活看護学領域  慢性病看護学分野  

 80



神戸市看護大学いちかんダイバーシティ看護開発センター 

2024 年度実績報告書 

発行日 2025 年 7 月 1 日 

発行者 公立大学法人 神戸市看護大学 

 〒651-2103  神戸市西区学園西町 3－4 

TEL  078－794－8080   FAX  078－794－8086 

編  集  神戸市看護大学いちかんダイバーシティ看護開発センター 

表紙デザイン  手島美華 

ISBN  978-4-9909462-6-5

©公立大学法人神戸市看護大学 無断転載を禁じます。 



ISBN 978-4-9909462-6-5 


	2024年度いちかんダイバーシティ看護開発センター実績報告書
	0. 表表紙2024年度校正後
	1. 2024年度いちかんセンター実績報告書　学長挨拶文 (1)
	2. センター報告書の巻頭言　2024年度　校正後
	3. 目次 (2024年度実績報告書)校正後
	4. 中表紙センター概要
	5. センターの概要（2024年度用）校正後
	6. 中表紙センター活動
	7. Ⅰ　阪神・淡路大震災30年シンポジウム「災害にいきる“看護のチカラ”　校正後
	8. Ⅱ　大邱保健大学校視察・交流会　2024年度いちかんセンター実績報告　校正後
	9. Ⅲ　2024年度実績報告書　映画上映会「じょっぱり」・校正後
	10. Ⅳ　2024年度　まちの保健室実績報告　校正後
	11. Ⅴ防災減災支援グループ2024年度実績報告書_校正後
	12. Ⅵ在宅ケア支援グループ実績報告2024年度【統合版】校正後
	13. Ⅶ　オンライン看護相談 2024年度実績報告書　校正後
	14.  Ⅷ リカレント臨床連携グループ（2024年度）校正後
	15. Ⅸ　国際交流グループ2024年度（校正後）　
	16. Ⅹ　保健師キャリア支援センターグループ 校正後
	17. Ⅺ　コラボカフェ実績報告2024年度　校正後
	18. Ⅻ　トライやるウィーク2024年実績報告　校正後
	19. ⅩⅢ　分野別の地域貢献活動2024年度　校正後　
	20. ⅩⅣ　コラボ教育　2024年度実績報告書　校正後
	21. 中表紙業績一覧
	22. 業績一覧（2024年度版）
	23. 中表紙センターの組織
	24. 2024年度　センターの組織　校正後
	25. 奥付
	26. 裏表紙

	差し替え版　保健師キャリア支援センターグループ 校正後



